




































































































































[実績報告書8-3]

部科校名 :理工学部 氏名 :桑 本

剛研究の結果 (つづき

)(IV)磁気光学 トラップ

実験開発した光学系､真空系､制御系を組合せ､87Rb原子の磁気光学 トラップ (MOT)を行っ

た｡ディスペンサーに4.5-4.8Aの電流を流しRb原子を第 1MOT領域に供給した｡レーザービー

ムの位置､偏光､強度を調整することにより､第 1MOT中への冷却原子の捕獲に成功した｡捕獲原

子数は蛍光強度から約 108個と見積もられた｡これは第 1MOTとしては十分な原子数であ

る｡引き続き､高真空領域にある第2MOT中-の原子の捕獲を行った｡第2MOT領域にはRb

原子がほとんど存在しないため､第 1MOTに捕獲した原子に弱強度 (約 100〃W)のレーザー光 (

プッシュ光)を照射し､第2MOTに輸送する｡プッシュ光は､焦点が原子集団付近に来るようにレ

ンズで集光した｡プッシュ光の編射圧により､原子は第 2MOT方向に押し出される｡第 2MOTで

はこの飛期してきた原子を捕獲する｡実験の結果､第2MOT中-の原子の捕獲には成功したが､そ

の数は107個程度と凝縮体生成に必要となる109個の1/100であった｡プッシュ光のアライメント､強

度､焦点位置の調整や､ディスペンサーに流す電流を上げより多くの原子を第 1MOTに供給したが

､第2MOT中の原子数の増大はほとんど見られなかった｡主原因は､第 1MOTから第 2MOT-の

原子の輸送が効率よく行われていないためと考えられる｡対策としてまず､第 1MOTをより輸送管

の入り口に近い位置に移動し､原子輸送効率を改善する｡さたに､より安定的に MOTを行うため

に､第2MOTの光学系を6本の独立したレーザー光-と変更する｡また､紫外光によりガラス表面

に付着した原子を離脱させる光誘起原子離脱法を使って､第 1MOT周辺のRb原子数増大も試みる

｡今後､109個の87Rb原子を第2MOT中に捕獲し磁気 トラップに移送する｡その後ラジオ波

を用いた強制蒸発冷却を行い､ボース凝縮体を生成する

｡(1)ルビジウム87(87Rb)原子における電磁誘起透過現象の実験研

究光の原子系-の捕獲は､電磁誘起透過 (EIT)と呼ばれる現象を発展させて行う｡EITは2

本の共鳴光を原子に照射した時､ある条件下で原子による光吸収が生じなくなる現象である｡EITは

量子メモリの基礎研究を目指す本研究において重要な現象であり､測定技術や様々な知見を得るた

めにガラスセルに封入された室温Rb原子を用いたEIT現象観測のための実験装置の開発を行っ

た｡光源として､2台の波長 795nmの外部共振器型半導体レーザーを開発した｡レーザー光の

回折格子-の入射角を最適化し､半導体レーザー素子の温度を40℃程度に安定化することで､所望

の波長の単一波長レーザー光を得た｡レーザーの波長や発振モー ドをモニターする光学系とEITを

観測する光学系を構築し､EIT現象に特徴的な透過スペクトルを得た｡ 透過率は最大で 60%程度で

あった｡一般的には80-90%の透過率が得られるが､レーザー強度不足やレーザーアライメントの不

備､レーザー周波数の揺らぎ等の理由で低い透過率しか得られなかったと推測される｡今後は実験

系の改善を進めていき､E汀透過効率を改善すると共に原子系への光の保存を行う｡外部磁場や原子

密度依存性､様々なレーザーパラメータ条件下での効率等を詳細に調査し､極低温原子系への光保

存および保存時間の長時間化を目指した研究を推し進め

る｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-07

3注 :課題番号を記入してくださ

いo平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 2

1日氏 名 菅 野

元 行所属 ･資格 短期大学部 (船橋)･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題 改質アスファル トの化学構造における劣化機構 ･リサイクル方法に関する

研究3 研究の

目的スチレン-ブタジェンースチレンブロック共重合体 (以下,SBS)の添加により改質したアスファル ト

(以下,改質アス)は,従来の舗装材であるス トレー トアスファル ト (以下,ス トアス)よりも耐流動性,

耐磨耗性,排水性等に優れている.本研究では,改質アスの劣化機構を組成分析,分子量分布測定,構造解

析,熱重量測定,物性測定等の分析により把握し,改質アスのリサイクル,長寿命化に対して有用な知見を

得ることを目的とす

る.4 研究の

概要改質アス施工時や供用時の劣化の原因は空気中の酸素によるアスファル ト成分 (以下,アス成分)の

酸化の影響が大きいと想定される.そこで,窒素雰囲気下と空気雰囲気下で劣化実験を行い,比較検討する

ことで,アス成分とsBSに対する酸化劣化の影響について検討する.劣化後の各改質アスに対して,溶媒抽

出による組成分析 (飽和分,芳香族分,レジン,アスフアルテン),及びバインダー物性 (針入度,軟化点,18

0℃粘度など)を測定し,各劣化による化学構造変化を評価す

る.5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 杏) いずれかを○で囲んでくださいO否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :短期大学部 (船橋) 氏名 : 菅 野 元

行6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してくださいO

)1.試料の調製と

劣化ストアスにSBSを5%添加し,190℃,6時間加熱混合し,改質アスⅢ型 (以下,MT)を調製した

｡また,ストアスにSBSを9%添加し,MTと同様に改質アスH型 (以下,MH)を調製した.MTを窒素雰

囲気下で190℃,5日間加熱静置し,熱劣化MTを作成した.一方,MTを空気雰囲気下で190℃,5日間

加熱静置し,酸化劣化MTを作成した｡熱劣化MT,酸化劣化MTと同様の条件でMliから熱劣化MH,酸化

劣化MHを作成した｡

2,4成分

分離各試料2gを11--キサンを用いて超音波抽出,ろ過分別を行い,不溶分をアスフアルテン (ASP)

,可溶分をマルテンとした.その後,マルテンはガラスクロマ ト管に充填した活性アルミナ75gに攻着さ

せ,∩--キサン300ml,トルエン300ml,メタノール80m1-トルエン80mトメタノール 100mlの順に展開

溶媒を流し込み,カラムクロマ トグラフィーを行ったo∩--キサン溶出分を飽和分 (SAT),トルエン溶

出分を芳香族分 (ARO),メタノール-トルエンーメタノール溶出分をレジン (RE)としたOまた,各試料

,及び4成分はGPCを用いて分子量分布測定,及びESRによるラジカル量測定を行った

｡3.熱劣化,酸化劣化によるMT,MHの4成分収率の

変化S+0倍より酸化劣化MT,酸化劣化MHは共に酸化されていることが分かった｡MTは熱劣化によっ

て重質成分であるASP,REの収率が増加し,軽質成分であるARO,SATの収率が減少した｡しかし,熱

劣化によるMHの4成分の収率変化はMTに比べて少ない｡一方,熱劣化に比べてMTは酸化劣化によってA

SP収率が大きく増加した｡また,MHもMTと同様に,酸化劣化によってASP収率が増加したが,MTに

比べて収率増加がわずかに少ない

｡4.熱劣化,酸化劣化によるMT,MHのASP分子量

変化MTのASP分子量は熱劣化によって増加した｡しかし,熱劣化によるMHのASP分子量の変化はみ

られなかった｡一方,熱劣化に比べてMTのASP分子量は酸化劣化により大きく増加した.また,MHのA

SP分子量も酸化劣化によって増加したが,MTに比べて増加量が少ない

｡5.熱劣化によるMT,MH中のSBSの分子量分布変化 (GPC溶出曲

線)分子量約 18万のピークと約 9万のピークのUV吸収強度から求めたピーク強度比から,MT中のSB
Sは熱劣化によって低分子化していることが分かった｡一方,MH中のSBSも熱劣化によって低分子化した

が,MTに比べて低分子化が抑制されていた

｡6.酸化劣化MT,MHのGPC溶出

曲線熱劣化に比べてMT中のSBSは酸化劣化によって著しく低分子化した.一方,MH中のSBSも酸化

劣化によって低分子化したが,MTに比べて低分子化が抑制されていることが分かった

｡7.25℃における熱劣化,酸化劣化によるMT,MH中のラジカル量

変化附 はMTに比べて初期ラジカル量が少ない｡また,MT中のラジカル量は熱劣化によって増加した

｡一方,熱劣化によるMHのラジカル量増加はMTに比べて少ないOまた,酸化劣化によって各ラジカル

量は大幅に増加した｡さらに,酸化劣化においても,MHのラジカル量はMTに比べて少ない｡従って,

改質アスの劣化の進行とラジカル量は相関関係があることが分かった｡ また,改質アスの初期ラジカル

量が少ないと,後の劣化の進行が抑制されることが明らかとなった｡そのため,ラジカル量は改質アス

の新たな劣化指標,及び再生指標になりうることが示唆され
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部科校名 :短期大学部 (船橋) 氏名 : 菅 野 元

行研究の結果 (つづき

)8.MTの熱劣化,酸化劣化機構について

考察MTはSBS添加量が5%と少ないため,SBSがアスファル ト成分を十分に取り込めないことが予測され

る｡よって,SBSがアスファル ト全体に膨潤できず,ス トアス連続相を形成すると考えられる｡従って,S

BSに取り込まれなかったス トアス連続相中の比較的低温度で分解する ARO,SATなどの成分が熱劣化

では優先的に分解したため,ラジカル量が MHに比べて増加 したと考えられる｡これらのラジカル化し

た成分同士が重合を繰 り返すことで,ASPの収率と分子量が増加 し,アスファル ト成分が重質化したと

推察される｡さらに,発生したラジカルがアスファル ト成分のみではなく,SBSにも付加 したため,ア

スファル ト成分の重質化と同時にSBSの低分子化も生起したと考えられる｡また,MTは酸化劣化におい

て,分子内水素引き抜き反応や自己分解によるラジカル生成が促進されたため,熱劣化に比べてアスフ

ァルト成分の重質化とSBSの低分子化が進行したと推察される

｡9.MHの熱劣化,酸化劣化機構について

考察MHはSBS添加量が90/.と多いため, SBSがアスファル ト成分を十分に取り込み,アスファル ト全

体に膨潤 し,SBS連続相を形成すると考えられる｡そのため,熱履歴によってMHのアスファル ト成分か

ら発生するラジカル量が MTに比べて少なく,熱劣化においてアスファル ト成分の重質化,及び SBSの

低分子化が抑制されたと考えられる｡また,MHの酸化劣化ではアスファル ト成分由来のラジカルの増加

によって,SBSが低分子化することでSBS連続相に取り込まれていたアスファル ト成分が一部放出され

たと推察される｡従って,酸化劣化時にアスファル ト成分同士が重合を起こしたため,アスファル ト成

分の重質化が新たに生起したが,MTの酸化劣化に比べて進行しなかったと考えられる

｡10.

結言sBS添加率の異なる2種の改質アス (MT,MH)の熱劣化 酸化劣化の機構を検討した結鼠 以下

のことが示唆され

た｡･MT,MHの熱劣化機構,及び酸化劣化機構は異な

る｡･ラジカル量は改質アスの新たな劣化指標,及び再生指標になりう

る｡･改質アスの初期ラジカル量が少ないと,改質アスの熱劣化,酸化劣化は抑制される

｡ 以

上注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
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4注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 3 月 7

日氏 名 小 幡 義

彦所属 ･資格 生産工学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 汰:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題 乳化燃料の液滴燃焼過程のAEモニタリング法の

開発3 研究の

目的本研究は,乳化燃料液滴の燃焼過程におけるミクロ爆発,バフィングおよびそれに至る諸過程の解明

を目途としたものである｡ここでは,特に懸垂線を介して伝播されるAE (AcousticEmission)波を高速度

,高感度で測定することにより,時間特定およびェネルギー推算などを行 うことにより,液滴内部の変化か

ら乳化燃料のミクロ爆発現象を解明することを目的としてい

る｡4 研究の

概要実験は燃焼実験装置,可視化系,AE測定系から構成される｡燃焼実験装置は,懸垂線が取付けられ

ている測定部およびその支持部,および点火系から構成される｡懸垂線は先端を約 0｡5mmの球形に加工し

た直径 O O 25mmの石英線である｡これを直径 100mm,厚さ5mmの黄銅製円盤の中心位置に鉛直に取付け

た｡実験では1秒前後で完了する乳化燃料液滴燃焼実験をビデオ計測およびAE法で測定することを試み,

燃焼過程を三種類に分類することができた｡特に,相対累積エネルギー整理法ならびに周波数解析が,燃焼過

程の分類に有用であることがわかっ

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 杏) いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :生産工学部 氏名 :′｣旬蓄義

彦6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

O)Ⅰ 燃焼の

分類乳化燃料液滴燃焼においてはバフィングとミクロ爆発が主要な燃焼

現象である｡バフィングは乳化燃料内部の水がまとまらず個々に沸騰し乳

化燃料を揺らしたり飛び散らせる現象であり,ミクロ爆発は乳化燃料内部で

水がまとまり水の沸発が起こる現象である｡実験では,この二つの燃焼現象

をビデオカメラ撮影とAE計測からその発生経過と発生割合などを調べ

た結果,燃焼形態が以下の三種類に分類できることがわかっ

た｡(パターンA)ミクロ爆発のみ観察される

現象液滴点火後はほとんどAEは計測されず最後に大きく爆発する現象

である｡図1(a)に示すようにミクロ爆発が起きるまで,写真でも液滴にほとん

ど変化は見られない｡爆発時には圧力が夕日こ出ることなく中で圧力が上が

り爆発で一気に解放されるため爆発時には大振幅のAEが単発的に観察され

る｡(パターンB)バフィングとミクロ爆発が観察される

現象図1(b)の波形をみると1,38Sから小さな振動を計測しバフィングし

ている｡液滴着火後内部の水分がバフィングして爆発した様子がわかる｡

写真から1.50Sと1.56Sに見られるように大きく液滴が揺さぶられ内部の水

分が沸騰し外に飛び出し,最後にミクロ爆発が観察されている｡パターンA

に比べミクロ爆発で観察されるAE振幅は小さくなってい

る｡(パターンC)バフィングが多数観察される

現象図1(C)は液滴着火後内部の水分が沸騰した様子であり,写実でも0.9

8Sから激しく揺さぶられている｡この連続したバフィング現象に対応してA

Eも多数計測されている｡最後に比較的小規模なミクロ爆発が起き,AEも
それを計測している｡

Ⅲ 燃焼分類別の発生

割合三つの燃焼パターンに大別できることが観察されたので,その

発生割合を調べた｡同じ条件で90回計測した結果,Aが33%,Bが47%,

CとDが10%であった｡なお,パターンDは不燃焼の場合である｡すなわ

ち,りBが一番発生しやすく,Cが一番発生しにくい 結果となった.この

ように,燃焼パターンの違いを明瞭に AEで確認でき,カメラ撮影に比

べるとより短時間で処理が可能でありかつ信頼性が高いとい える｡

Ⅲ 燃焼時間とAE振幅電圧との

関係図2は燃焼現象別のAE最大振幅と燃焼時間をそれぞれ 10

回計測 しグラフにしたものである｡パターンAは最大振幅値が大き

く,爆発までの問も長い｡パターンBは爆発時間が 0.2S～0.4S

の問に分布 してお り最大振幅値は 2Vとまとまっている｡Cは燃焼

時間にばらつきがあり0.ls～0.4Sとなってお り, 最大振幅値は 1-

2Vに分布 している｡このように,燃焼パターンAは他のパター

ンに比べ明らかに大振幅のAEが発生し区別が容易であるが,パ

ターンBとCとの間には明確な違いは認められなかった
｡
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[実績報告書8-3]

部科校名 :生産工学部 氏名 :小幡義

彦研究の結果 (つづ

き)Ⅳ 平均エネルギーによる

分類図3は,AE波形電圧を2乗し時間で積分したAEエネルギーで整理

した結果である.プロット1つが1回の燃焼実験の結果であり,平均エネル

ギーは 1回の燃焼実験による累積エネルギーをAEの発生数で除した値

である｡この結果からパターンAの燃焼エネルギーはパターンBやCに比

べ,累積エネルギーおよび平均エネルギーともに比較的大きいことがわか

る｡しかし,AE振幅電圧と同様にパターンBとCとの間に違いが見

られず,区別が難しくなっている｡

Ⅴ 相対累積エネルギーによる

分類各燃焼パターンのエネルギーの違いをより明確にするために,累積

エネルギーを正規化し相対累積エネルギーとして比較検討を行った｡そ

の結果を図4に示す｡パターンAは始めほとんどエネルギーを開放しておら

ず,最後のミクロ爆発の起きた部分でほぼ 100%のエネルギーを開放して

いることがわかる｡次にパターンCはバフィングのみであるためなだらかに

エネルギーが開放し,燃焼後半で開放されるエネルギーは徐々に小さくな

っている｡また,パターンBはバフィングでなだらかにエネルギーを開放

した徳,最後のミクロ爆発で比較的大きなェネルギー開放が起きているな

ど,パターンAとパターンCの中間的な特性が観察された｡パター

ンBのエネルギーの開放割合としては,平均的にバフィング

で約40%,ミクロ爆発で約 60%のエネルギーを開放しているとい

う結果となっ

た｡以上のように,図2および図3ではパターンBとCの違いが

観察されなかったが,相対累積エネルギーによる整理を行うことに

より両者の違いを明確にすることができた
｡

観
潔

夜空Ⅵ 周波数特性による

分類ミクロ爆発とバフィングの周波数特性にどのような違いがあるかについ
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図4相対

累積エネルギーによる燃焼分類fYequency/kHz 負･equen

cy/kHz図5周波数特性による燃焼分類て調べた｡周波数

特性の解析には高速フーリエ変換(FFT)を使用した｡その結果を図5に示す｡ミクロ爆発として計測されたAE波形の約9

割の周波数特性は20kHz～30kHzにピークが見られた｡一方,バフィングAE波形の約8割は 80kHzに特徴が
出ているという結果を得た｡以上の結果からミクロ爆発とバフィングでは明らかに異なった周波数特性が出ているものが多く,周波数特性である程度燃焼分

類が可能であることがわかった｡ⅥⅠまとめ(1)ミクロ

爆発はバフィングに比べェネルギーの上昇が大きい｡(2)AE電圧による評価よりも,正規化した相対累積AEエネルギーと相対燃焼時間との関係が,燃

焼過程をより明確パターン分類することができた｡(3)周波数特性ではミクロ爆発は20kHz～30kHzの問に特徴が現れ,バフィングでは80kHzにピーク徴が現

れるものが多く,両者をある程度分類可能である｡(4)乳化燃料液滴燃焼過程の計測にAE法を適用することにより,定量的な燃焼評価が可能になり,燃焼

エネルギーの推定にも適用可能性が兄いだされた｡



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-07

5注 :課題番号を記入してくださ

いO平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 4月 1

4日氏 名

所属 ･資格

撃新妻 清純

生産工学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま



[実績報告書8-2〕

部科校名 :生産工学部 氏名 :新妻 清

純6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)平成 19-20年度現在､超磁歪材料の原料であるテルビウム (希土類元素)は異常に高騰しているため

､試料作製を中止せざるおえない状態にある｡しかし､予算計上した直流安定化電源の導入により､平成 19

年度は成膜装置の改造と条件出しを行うことができ

た｡その他の研究成果は以下の通りであ

る｡1)光触媒活性を有する酸化チタン薄膜に及ぼす熱処理の

影響で102薄膜の電気抵抗率に及ぼす熱処理の影響について検討した｡373Kの熱処理により紫外線照射に

よる電気抵抗率は低下する一方､373Kを越える熱処理では､結晶性は向上するものの電気抵抗率の低下の度

合いは低いことが分かっ

た｡2)TiO2/ZnO積層薄膜の諸物性に関する

研究TiO2/ZnO積層薄膜の諸物性に及ぼす膜厚比の影響について検討した｡Ti02とZnOの膜厚比が2:3の

時､光吸収端波長は長波長側にシフトし､バンドギャップは1.65eVの最′J､値を示した｡さらに同膜厚比の試

料において､可視光照射に伴う電気抵抗率は約 1桁減少し､純水における接触角は可視光照射に伴い減少す

る傾向が認められ

た｡3)スーパーセンダス ト系薄膜の軟磁気特性に及ぼすSi02の

影響スーパーセンダス ト系薄膜の軟磁気特性に及ぼす Si02の影響について検討した｡Si02のターゲット面

積比8%の時､軟磁気特性は良好となった｡すなわち､保磁力は最小値 0.51kA/m､周波数 10MHzにおける

比実効透磁率は最大値 310および電気抵抗率は最大値 1.07LLE2･mを示し



【別 紙様式 8】
課題番号 個 07-07

6注 :課題番号を記入 して くだ さ

い ｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 3 月 7 日

氏

名所属 ･資格 保 坂 成

司敷嵐工

皆野土木工学科 ･専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 V'一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題クリーンエネルギーを用いた湖沼浄化システム実用化に関する

研究3 研究の

目的① これまでの研究成果より､フッ素化合物電解法は富栄養化 した湖沼やさらにはアオコの発生し

た湖沼の浄化に於いて卓越 した効果が得られることが明らかとなっている｡本研究はこのフッ素化

合物電解法を山間地や僻地などの湖沼に於いても適応出来るようソーラーパネルなどのクリーンエ

ネルギーや蓄電池を組み込んだ実験装置を開発 し､最適浄化効果および運転条件の設定を実際の閉

鎖性水域で行い､実用化の検討を試み

る｡② 閉鎖性水域に一旦流入した富栄養化物質の除去は難 しく､浄化方法としては底泥の波漢や､植

物による富栄養化物質の除去法などがあるが､コス ト面や維持管理面で大変である｡本装置は浄化

部分がアルミ電極板のみを用いたシンプ ルな構造であるが､フッ素化合物を電解処理時に加えるこ

とにより､SSやアオコさらには窒素､燐といった富栄養物質の除去が短期間でしかも効率的に行え
ること､またさらには装置のサイズも自由に設定できることから､本装置の実用化により､どの様

な湖沼においても水環境改善が図れるものと期待でき

る｡③ 電解処理により汚水の浄化研究を行っている研究施設はあるが､フッ素化合物を電解処理に用

いた浄化研究を行っている研究施設は本研究室のみであり独創的な研究であ

る｡4 研究の

概要これまでの実験で用いていた装置は､外部電

源を用いた装置であるため､電力の供給が出来ない

場所に於いては装置の稼働が不可能であった｡本装

置はこれまでの外部電源をソーラーパネルに置き換

え､さらに蓄電装置､充放電コントローラーや電力

安定供給装置を組み込んだ自己完結型のシステムと

している｡さらに処理により除去した富栄養化物質

やアオコなどを再度､湖沼に溶出させないよう､図

に示すように装置は陸に設置し､湖沼より水をポン

プアップ､電解処理後､液過装置を通し､処理水の

みを湖沼に戻す方法とする｡ 仙

圭
-ー‡
ーくととも…～とし

汚
濁
水

落〆 ,:L'.I.,L: 太陽光発電

装置 一山一山……ルル仙…仙…

mJ実験方法に関しては使用電力量と水質測定項目との関係から､最適な処理条件を求めることとし

､装置の実用化をめざすものとす

る｡なお､湖沼の水質浄化効果を確認すべく､､アオコの総量を示す指標としてクロロフィル a､汚濁度

合いや富栄養化を示す指標 として､SS､COD､pH､N､Pヶなどを経時的に測定す
る｡※ホームページ等での公開の 杏) いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :生産工学部 氏名 :保坂成

司5 研究組織 (共同研究･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)これまでの外部電源をソーラーパネルに置き換えた場合､発電量が日射の影響を受け､さらに処

理に使用される電力供給が不安定となる｡このことから､ソーラーパネルと浄化部分 (アルミ電極板)

との間に蓄電装置､充放電コントローラーや電力安定供給装置を組み込み､日射に左右されずに一定

の電圧 ･電流をアルミ電極板に供給する必要があ

る｡また水質浄化効果に対しては､アオコの総量を示す指標としてクロロフィル a､汚濁度合いや富

栄養化を示す指標として､SS､COD､pH､N､Pがあるがこれら測定項目を総合的に評価する手法の
構築が重要となってくる｡またこの浄化効果と消費電力量との関係が最良となるポイントを実験から導

き出すことが最終課題とな

る｡以上のことから､本年度は先ず生産工学部津田沼キャンパス内にある池 (閉鎖性水域であり､富

栄養化が進んでいる)を対象に､富栄養化が顕著に現れる初夏から晩秋に掛けて､クロロフィル a､SS､CO
D､pH､N､P､水温､電気伝導度などを経時的に測定し

た｡現在はこのデータを統計学的に処理し､総合的に水質を評価する手法を構築中であ

る｡今後はこの総合的に水質を評価する手法を早期に構築し､この手法を用いて､消費電力量と水質

との関係から､最適な処理条件を求め､装置の実用化を目指



【別紙様式 8】

課題番号 満 了十一 亡∵

丁注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いた 氏

名 田 平成 20年 4月 14

日1 種 目 奨励研究 一般研究(個人)一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題 コミュニティ施設におけるロビー空間の機能

変容3 研究の

目的コンピュータ ･ブロー ドバンド環境が急速に普及し,インターネットを介して,多様な情報がやり取

りされる高度情報化社会が進んでいる｡このような IT関連機器の発達に伴い,一方では,機器の操作に不慣

れな高齢者 ･障害者や,情報機器を入手できない低所得者などの情報弱者が,情報化社会から隔離されるデ

ジタルデバイ ド(情報格差)が大きな問題となっている｡このような問題を解消するために,学校教育 ･社会教

育での情報リテラシー教育の必要性が称えられている｡これまでに我々の研究グループでは,国内のIT学習

環境整備の先進事例として,横浜市地区センター全75館について調査を行い,そこでの整備プロセスと方法

や,施設のロビー空間が担うIT学習環境の重要性についてまとめている｡また,海外の先進事例として,19

99年に自治法が制定された韓国ソウル市の自治センター (1999年竣工)について,ロビー空間のIT学習

環境の充実について報告している｡韓国ソウル市では,1号館の設置以降,昨年までの5年間で510館の自

治センターが設置されている｡これらの研究結果を踏まえ,本研究では,韓国ソウル市の自治センターを対

象とし,特にロビー空間のIT学習環境の整備実態を明らかとし,我が国におけるコミュニティ施設整備にお

けるIT学習環境整備の知見を得ることを目的としている｡また,日本と韓国の事例の機能構成について比較

し,施設の役割と,オープン化の差異を求める｡韓国の自治センターの第 1号館は,集団より個人に対応し

た構成比率が高いことより,オープン化の方法についても有効な知見が得られるものと予想され

る04 研究の

概要2003年 6月 30日付けで ｢市道別 邑,面,洞 機能転換推進実績｣が出されている｡この表か
ら,ソウル特別市においては,510の自治センターの設置が完了し,その数は目標の97.7%に当たると

されている｡設置が完了している510事例については,事例毎に ｢対象人口,対象面積,設置年,規模

,逮設費,室構成,主催事業,運営組織｣等について,データシー トにまとめられている｡まず,これ

らのデータシー トを入手し,ハングルから日本語-の翻訳が必要となる｡そのため,データ収集のため

の渡航費 (1回目)と翻訳手数料が必要となる｡次にデータシー トの分析結果により,実態調査対象事

例の抽出を行 う｡用途変更されて自治センターとして使われている事例を除き,新設事例の中から,特

にロビーを中心に,情報関係機能の充実した事例の絞 り込みを行 う｡実態調査は全体の 1割 (約 50事

例)を予定している｡調査期間は 10日間程度が必要となる｡実態調査の渡航費 (2回目)と滞在費が

必要となる｡補足データが必要となった場合は,郵送により対応可能となるように準備す

る｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代

表者･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :生産工学部 氏名 :康田直

行6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)2002年に韓国の行政自治部より発刊された ｢全国住民自治センター運営現状集(Ⅰ) -ソウル特

別市-｣(以下,データシー トとする)に記載されている事例のうち,｢平生教育法｣が制定された後の 19

99年から2003年に竣工した40事例を抽出する｡データシー トより2002年におけるIT学習環境の概

要をとらえる｡つぎに,訪問調査を行い,利用実態と整備実態を確認する｡利用実態は管理者-のヒア

リングを行い,整備実態は目視により機器としっらえの整備状況を確認する (調査日:2007年 9月 4日

-7冒)｡データシー トによる2002年の整備状況と実態調査による2007年の整備状況を比較すること

で,自治センターにおけるIT学習環境の変遷を求める｡本稿では,実態調査で35事例を訪問し,調査

協力が得られた34事例について報告する｡施設概要を以下の表に示

す｡【汀学習環境の整備状
況】>2002年時点での整備

状況IT学習環境には個人が自由に利用できるコン
ピュータ環境と,申込の上,利用する環境に分かれ

ている｡ 自由に利用できるコンピュータは,ロビー

や行政の支所機能を有する洞事務所の一角などのオ

ープンな空間に設置され,机と椅子の他,プリンタ

ーも利用することができる事例もある｡申込を必要

とする環境は,コンピュータを多数備えた専用教室

と成っており,黒板やプロジェクターなどが整備さ

れた集団利用に対応 した空間であ

る｡2002年におけるコンピュータは全 34事例中

28事例 (設置率 82%)でみられる｡個人が自由に

利用可能なコンピュータは17事例にみられる｡教室
による集団利用に対応 した環境は6事例であり,個

人利用と集団利用の両環境が整備されているのは5

事例にみられる｡また, コンピュータが整備されて

いないのが6事例あり,施設によって整備状況に格

差がみられる｡個人で自由に利用できるコンピュー

タの総数は 116台で,一施設あたり6.8台の設置とな

る.集団利用を目的として予約が必要な教室でのコ

ンピュータ設置総数は207台であり,一教室あたり34

.5台を所有していることになる｡ 率例阜 自治センタ- 区名 塩味面級(m') 建設

年 複合施設1 清澄1洞 江南区 1

692.9 19992 踏十里2洞

東大門区 646.8 19993 高尺1洞 九老区 171.6 1999

4 香堂2洞 城東区 310.

2 19995 木2洞 陽川区 5

51.1 19996 南加佐2洞 西大門区 161.7 1999

7 新林本洞 冠岳区 528 19

998 月谷2洞 城北区 24

7.5 19999 延南洞 麻浦

区 501.6 199910道峰2洞 道蜂区 231 2000

日 桃花2洞 麻浦区 405.9 20

0012加山洞 衿川区 346.5

200013藍院洞 瑞軍区 201.

3 200014論娩1洞 江南区

1584 200015聖水2街1洞 城東区 290.4 2000

16蟹門2洞 遣峰区 151.8 200

0 保健所17 新亭3洞 陽川区 7

32.6 200018阿岨3洞

麻浦区 945,4 200119奉天5洞 冠岳区 577.5 2001

20 忠正路洞 西大門区 403.

2 200121東仙1洞 城北区 5

11.5 200122大栗洞 思平区 ー2

0.4 200123 紫陽2洞 広津区

808,5 200124新沙洞

江南区 735.9 200125新孔徳洞 麻浦区 617.1 20

0126北阿鴫見3洞 西大門区

415.8 200227倉3洞 道蜂区 247.5 2002 青少年文化の

家28道林2洞 永登浦

区 1197.9 200229香堂1洞 城東区 346,5 20023

0 中谷2洞 広津区 541.2 200231面牧3洞 中浪区 495

200232上道3洞 銅雀区 2277 200233延績2洞

西大門区 353.1 200234龍山2街洞 龍山区 113.8 200

3>2007年時点での整備実態2007年の状態では34事例中33事例 (設置率 97%)におい

て,コンピュータの設置がみられる｡個人利用ができるのは20事例であり,集団利用ができるのは 6

事例である｡個人利用と集団利用ができるのは 7事例であり,整備されていない事例は 1事例である｡20

02年時と比較して,コンピュータの設置事例数は,自由利用と集団利用とも増加 した結果を示している

｡しかし,設置台数で比較すると,自由
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部科校名 :生産工学部 氏名 :鹿田直

行研究の結果 (つづき)

【IT学習環境の変
遷】>利用方法の

変化2002年から2007年に到る利用対象の変化をみると,個人利用に対応した設置のみの事例群につ

いては,設置が 1事例で減少している｡集団利用に対応した設置のみの事例群については,3事例で個

人利用の設置が追加されている｡個人利用と集団利用の両方をそなえた事例群については,個人利用が

1事例減少している｡2002年には設置がなかった事例群については,個人利用で4事例,集団利用で

2事例について新たな設置がみられ

る｡これらの変更は,各事例でコンピュータの需要の変化を端的に表した結果であり,個人利用と集

団利用の両方の設置に変更する事例が多く,また個人利用より集団利用を重視した設置傾向にある事を

示していると言える

｡>コンピュータ設置台数の

変化洞事務所のコンピュータ設置台数をみると,8事例において新たにコンピュータを設置している

｡ヒアリングより,新設された事例は,コンピュータの未整備だった施設が,韓国政府のIT施策を受け

て,設置を進めたことが確認されている｡しかし,2007年の設置数は2002年の約 6割に減少している

ことから,コンピュータの均等配置と情報検索のための最小限の設置に変更しているといえ

る｡ロビーにおける自由利用のコンピュータの設置状況の変化をみると,2002年から2007年までに

10事例中5事例において減少している｡ロビーには新設事例,および増設事例共に無く,需要の減少

を示している｡その要因は,急速な家庭-のブロー ドバンドの普及にあり,公共施設として,コンピュ

ータによる学習の機会提供は,役割を終えはじめた傾向にあることがヒアリングから確認されてい

る｡特定の室内に設置された自由に利用できるコンピュータの設置状況については,4事例中3事例

で減少し,設置台数は当初の約 6割となっている｡ロビーと同様に家庭-のブロー ドバンドの普及の影

響によるものである｡設置台数が増えている1事例は,講義や読書など多目的な学習空間として整備さ

れた事例であ

る｡以上の結果より,自由利用のⅠで学習環境は,ブロー ドバンドとコンピュータの家庭-の普及によ

り,その役割は公共施設から家庭-と移 り,公共施設には情報検索のための環境が ｢いっでも｣｢どこで

も｣使えるように設置が進められていると言え

る｡次に,集団利用を目的とする教室でのコンピュータの整備状況変化をみると,コンピュータの設

置台数は2割近く増加している｡教室の新設も3事例にみられる｡3事例とも集会や学習の部屋を用途

転用してIT学習環境を整えている｡これらの集団利用の教室環境が増設された要因には,家庭-のコ

ンピュータの普及により,住民間にコンピュータリテラシーの格差が生じたことにより,コンピュータ

の高度な使い方から多様になったソフトの利用方法に対する講座需要が増したことにあ

る｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ
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部科校名 :生産工学部 氏名 :康田直

行研究の結果 (つづき

)【まと

め】調査結果から以下について明らかとなっ

た｡① 2002年でのIT学習環境は,国のIT施策を受けて個人利用を重視した整備となってい

る｡② 2007年のIT学習環境は,個人利用と集団利用の両方の設置に変更する事例が多く,また個人利

用より集団利用を重視した設置傾向にあ

る｡③ IT学習環境の変化の要因は,急速な家庭-のブロー ドバンドの普及にあ

る｡④ 自由利用のIT学習環境は,ブロー ドバンドとコンピュータの家庭-の普及により,その役割は

公共施設から家庭-と移 り,公共施設には情報検索のための環境が ｢いつでも｣｢どこでも｣使える

ように設置が進められてい

る｡⑤ 集団利用の教室環境が増設された要因には,家庭-のコンピュータの普及により,住民間にコン

ピュータリテラシーの格差が生じたことにより,コンピュータの高度な使い方から多様になったソフ

トの利用方法に対する講座需要が増したことにあ

る｡⑥ 1973年のユネスコにおける提案が,｢集団学習から個人学習-の対応｣を課題としていたが,IT

学習環境は ｢個人利用を目的とした計画から集団利用-の対応｣へと変化している

｡【今後の課

題】本稿では新築された自治センターを対象として行った調査であり,1999年以前に建設された洞事

務所と予備軍本部からの転用事例は未調査である｡今後は転用された自治センターの IT学習環境との

違いを調査する予定であ

る｡注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 07-07

8注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 4月 1

4日氏 名

所属 ･資格 津野 孝生産工学部 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 一般研究(個人) 注:該当する種目をOで囲んでくださ

い｡2 研究

課題光学活性金属錯体の創製とそれら異性化反応に関する

研究3 研究の

目的金属核が光学活性となる有機金属錯体は,その核の Lewis酸サイ トを利用すると有効な触媒として機

能するため,有機合成化学上極めて重要である.このような観点から種々の光学活性金属錯体が合成され触

媒活性について検討されている｡本研究では触媒活性が期待される新規光学活性金属錯体の合成と二座配位

子を伴った金属錯体の異性化反応に関する反応速度を測定し,遷移状態の構造について解明することを目的とす

る｡4 研究の

概要二座リン配位子によりキレー ト五員環を有する光学活性ハーフサンドイッチ型金属錯体の異性化反応

に対する動力学的研究について検討を行った｡その結果,単座配位子が解離し生成したカチオン種の構造は

ビラミダル構造の状態で保持されることを見出し

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 育) いずれかをOで囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ
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部科校名 :生産工学部 氏名 :津野

孝6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)金属核が光学活性である三脚型--フサン ドイッチルテニウム錯体[CpRu(Pやフ)Cl]の単座配位子

の解離より生成する 16電子不飽和錯体[CpRu(P-P')]'の立体化学は,【CpRu(P-P')Cl】が不斉触媒として

の活性を知る上で極めて重要であるO即ち,【CpRu(P-P')]'がビラミダル構造を保持した場合,不斉触媒

としての機能が期待されるが,平面構造の場合,その機能は期待できない｡報告者はキレー ト五員環を

もつlCpRu(Prophos)C1](1･'P-P'=(R)-Ph2PCH(CH3)CH2PPh2)が,Fig.1のような反応座標をとるもの
と考察し,1の Cl/Ⅰおよび Br交換ならびにエピマー化反応の動力学的解析を行い,1から誘導さ

れるlCpRu(Prophos)]+(2)の立体化学について検討 し

た｡lBu4N]Ⅰ過剰量存在下,CDC13/MeOH (9'･1,Ⅴ/V)中,(RRu,Rc)-1および (SRu,Rc)-1は,1の立体

化学を保持した(SRu,R])-と(戯u,Rc)-lCpRll(Prophos)I](3)を有利に生成したOその交換反応の300Kに

おける動力学的パラメータは,(戯 u,Rc)-1→(SRu,Rc)-2:AH =69kJmol-1,Aぷ=-90Jmol-1K-1,△α=

96kJmol-1,I(SRu,Rc)-1→ (戯u,A)-2:Am =88kJmol-i,Aぷ=-47Jmol-1K-1,△α=102kJmol-1 と求

ヽヽ

ヽ 三̀尊う【11

暮 ′′二EiqJ/‡l~~-~ ~l

.ヽヽヽ ヽヽ め られ た ｡ ま た 同溶 媒 中 ,(RRu,Rc)-1≠(SRu

,Rc)-1の 300Kにおけるエピマー化の動力学的パ

ラ メ ー タ は , (RRu,Rc)ll →(SRu,.敬プ
)-1'･△月し =86kJmol-1,Aぷ→=

-58Imol~1K-1,Aα→=103 kJ mol-i,' (SRu,Rc)-

I )(戯u,Rc)-1:A月し =

93kJmol-1,Aぷー=-47Jmol~1K~1,Aaー

=107kJmol-1と求められた｡続いて,溶媒 の極性 【CD

C13/CD30Dド .暮糾 … (1:1,Ⅴ/v)】を上げ同様な,-ログンチ /:-こchlrQI PLcn8r Chlr

QLFig.1Energydiagram fortheepimerizationofthecompounds【cpRu(P･P')Hall 交換

ならびにエピマー化反応について検討を行ったところ,勤

力学的パラメータは,(戯u,Rc)-1→(SRu,Rc
)12･'AH =83kJmol-1,Aぷ‥-2
4Jmol~1K~1,A(講=91kJmol-i,I(SRu,A)-

1→ (戯u,Rc)-2:AH =90kJmo

I-1,Aぷ=-22Jm

ol-1K-1,Aα=96kJmol-1 と求め られ た ｡ ま た 同溶 媒 中 ,(RRu,Rc)-1さ(SRu,Rc)-1の300汰におけるエピマー化の動力学的パラメータは,

(戯u,A:)-1→(SRu,Rc)-1:Am →=87kJmol-i,Aぷ-=126Jmol~1K~1,Aα-=95kJmol-1;(sRu,Rc)-1→ (戯u,Bc)-1:AHー=89kJmol-1,Aぷ-=-34Jmol-1K-1,A
a-=99kJmo1-1と求められたO溶媒の極性を更に高くした CD30Dにおけるこれら反応の動力学

は,CDC13/CD30D(1:1,V/V)の結果とほぼ同様な傾向を示したolBu4N]B

rを用いた Cl/Br交換反応においても,求めた動力学的パラメータは,C1/Ⅰ交換反応から求
められた同溶媒条件下のものと近似するものであった｡動力学的パラメータの一つである活性化エンタ

ルピーAぷは,何れの反応においても負の値を示しており,これは,ルテニウム
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部科校名 :生産工学部 氏名 :津野

孝研究の結果 (つづき

)-ロゲン交換反応において,反応物の立体化学がそのまま生成物の立体化学に反映されている

ことは,反転には更にエネルギーを要する過程が存在していることを示してい

る｡以上の結果より,本研究ではキレー ト五員環を有する光学活性--フサンドイッチ型金属錯体の

ハロゲン交換,エピマー化反応に対する反応座標は,Fig.1に示した過程で進行することを明らかにし

た｡注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 07-07

9注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡ 氏

名

所属 ･資格 平成 20年 4月 1

4日生産工学部 専任講師1 種 目 l奨励研究 -- f* 一般研究(共同)/総合研究 l注:該当する
種目をOで囲

んでくださいo2 研究課題組織成員の行動類型化に基づく組織診

断システムの開発3 研究の目的本研究は､組織成員の行動パターンを明示化することを通し､組織

成員が自らの組織的特性を把握するとともに､今後の行動改善に関する指針が得られるような組織診断シス

テムを開発することを主な目的とする○このシステムは2つの部分からなっているO-つはアンケー ト方

式のシステムで､その回答を統計解析することにより組織特性を明らかにする部分､もう一つは､シミュ

レーションによって行動改善の指針を与える部分である○これら2つは､現状では独立したシステムとし

て設計する〇本研究では､特にシミユレ-シヨンによって行動改善の指針を与えるシステ

ムに関する基礎的研究を行ったo4 研究の概要本研究では､シミュレーションシステムの基礎的研

究として､経営学の分野で､組織の行動改善に関わる重要ファクターの一つとして考えられている組織的

知識に着目し､そのレベルアップに関わるシミユレ-シヨンモデルを構築した○このモデルでは､組織の

リーダーや構成員のタイプを変えることによって､組織的知識のレベルがどのように変化するかを表現で

きるようにした○すなわち､組織的知識のレベルアップに関して示唆が得られるようなモデルを構築した○なお､モデル構築は､エ

ージェント.ベース .アプローチの考え方に基づいている○

5 研究組織 (共同研究 .総

合研究のみ該当します)･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の ⑳ ･否)
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部科校名 :生産工学部 氏名 :飯沼守

彦6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)6.1先行研究とモデル化の

対象組織行動改善と組織的知識に関連する研究の一つとして組織学習論がある｡本研究では､組織学

習論の研究成果､特にArgyris皮Schon(1978)､Kin(1993)らによる組織学習のタイプ分けを活用し､ ｢

組織的知識 ･学習の性質｣と ｢知識の創造 ･普及のあり方｣の整理を行った(表1

)｡この整理に基づき､モデル化の対象をノウハウ的知識の 表1組織的知識の

分類Ⅱ詣フ操 学習 .知識の性質 知識の創造 .普及概念的な学習 多様

な経験 .了解)のそ

方針的な知識行動 .実行の学習ノウハウ的知識

経験 .教育的ウ的知レベルアップとした

｡モデル化の対象をノウハにしたのは､形式的に伝達できるものである

こ作可能であること)､ と(比較的また企業

組織で多かれ少なかれいつ時代でも重視される効率化に関わる知識である

ことが､の理由である｡6.

2シミュレーションモデルシミュレーションモデルにおける組織の構造は､ノウハウ的知識の創造 ･

普及形態が経験的 ･教育的ということを反映するために､リーダーとフォロワーによって構成される単

純な2階層組織とした｡本モデルでは､リーダーが自らのポリシー基づいてあるレベルの知識をフォロワー

に提示(伝達 ･教育)し､さらにフォロワー間の相互関係によって､フォロワーの知識レベルがどのように

変化するかを提示する｡モデルを構成するエージェントであるリーダーとフォロワーの特性と諸変数は

以下のように設定する｡

①リーダーの特性と諸変数･リーダーは､その観察能力の範囲でフォロワーの知識

レベルの変化を見ている｡･リーダーは､フォロワーの知識レベルと自らの方針にしたがって､フォロワーに特定のレベル

の知識を伝達する｡･リーダーを表現するための変数は､視野(フォロワーを観察できる範囲)と

伝達知識レベル(フォロワーに伝達

する知識レベル)とした｡②

フォロワーの特性と諸変数･フォロワーは､リーダーが伝達する知識レベルの高さと､周囲にいるフ

ォロワーの知識レベルの高さの影響を受けて､モチ

ベーションを変化させる｡･フォロワーの知識レベルは､その時のモチベーションの高さと獲得している知識レベルに基

づいて､変化する｡･フォロワーを表現するための変数は､視野(フォロワーの交流範囲)､知識

レベル､モチベーション､知識向上能力(知識レベルを高めるための能力)､知識変化閥値(知識レベルが上がる場

合の閣僚)とした｡

6.3シミュレーション本研究では､システム開発の初期段階の実験として､条件を単純化して3

タイプのフォロワーをコンピューター上に発生させ､リーダーの提示知識レベルとフォロワーの構成比

を変化させて､シミュレーションを行った(各3通りの組み合わせで､計9通りの場合について行った)

｡シミュレーションは構造計画研究所が開発したartisocを用いて行った｡なお､3タイプのフォロワ

ーの特性は以下で､変数の初期値とモチベーションを変化させるルール

の違いによって実現した｡･フォロワー1.･初期時点で知識レベルが高く､モチベーションも高い

｡リーダーの提示する知識レベルに比較的左右されない｡周囲に知識レベルの低いフォロワーが多いとその影

響を受ける｡･フォロワー2:知識レベルは高いが､モチベーションは低い｡リーダー

の教え方の影響を受けやすい｡また周囲のフォロワ

ーの悪影響を受けやすい｡･フォロワー3:知識レベルは低いが､モチベーションは高い｡リーダー



[実績報告書8-3]

部科校名 :生産工学部 氏名 :飯沼守

彦研究の結果 (つづ

き)識を伝達してもついていこうとする｡周囲のフォロワーとの競争意識もある程

度持ってい

る｡6.4シミュレーショ

ン例ここでは上記9通りのうち､フォロワーの構成比を､フォロワー1:25､フォロワー2:25､フォ

ロワー3:100とし､リーダーの提示する知識レベルを､①フォロワーの知識レベル下位 2割の平均､②

フォロワーの知識レベル中位 2割の平均､③フォロワーの知識レベル上位 2割の平均､の3つの場合に

ついてその結果を提示す

る｡図1下位2割(30人)の平均提示也 知涼鵬)臓変化.…三…しき:/…

主 ;/芸,妻;;5ri…V'芸</感厨10090帥毒J 70ジぞ 60 含壬i範レベルの

変化 ･- フナコワ十＼ユ 50 ･- フ十｢ワ2+t嚢
40妻凝 30 三が ､@ふ 櫛がアギ好感 - フォ詔ワ3㌔-姦㌫野紺- 祭苧

ニ010I; a真 d

jSyAbiがngyly*WVめ71

㌦か≡ 誕 苧川､O 50 100 1

50 280 250 300時間 図2

中位 2割(30人)の平均提示図3 上位 2割(30人)の平均提示図1-図3に見られる

ように､同じ構成メンバーであっても､リーダーの対応の仕方でその構成員の知識レベルの変化が異な

ってくるという状況を表現できるモデル構築ができた｡上記の結果から得られる知識マネジメント-の示

唆は､｢構築したモデルの範囲内｣でという制約はあるが､知識や技能レベルは低いがモチベーショ

ンの高い人々の構成比が高い組織では､中間レベルに焦点をあわせ教育や知識伝達をすれば､モチベー

ションの低い人は取り残されることになるが､知識や技能レベルがかなり高い人の比率が高くなるとい

うことである｡逆に､最初から知識レベルおよびモチベーションが高い人のみを焦点とすると､最終的

にはレベルのばらつきが生じ､優秀な人も伸び悩むことになる｡また､メンバーの底上げと均一化を図るのであれば､知識レベ

ルが低い人に焦点を合わせるのが望ましいことになる｡6.5今後の展開組織診断システム上で

シミュレーションが担う役割は､ユーザーに組織行動改善-の示唆を与えることである｡行動改善-の

切り口として組織的知識に着目しモデル構築を行った｡今後は､パラメータのさらなる吟味をし､より

現実的なモデルにする必要がある｡また今回は､ノウハウ的知識のみに着目したが､より戦略的 ･非定

型的な行動を想定した場合には､方針的な知識に関して示唆を与えるモデルを構築する必要がある｡この点は今後の課題である｡さらに､アンケー ト部分のシステム開発とシ

ステムとしてユーザーインターフェース部分を開発す



【別紙様式 8】
課題番号 個OT-08

0注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 19年 4月 1

4日所属 ･資格 生産工学部数理情報工学科 准教授日 本

大 学 総

長 ●殿下記のとおり報告いたします｡

1 種 目 汰

:該当する種目をOで囲んでください｡､2 研究課題

分散処理システ

ムのペ トリネットモデルと確率挙動解析3 研究の目的本研究では分散処理システムをモデル化す

るのに適している手法である､ペ トリネットによりシステムをモデ

ル化し､モデル化したシステムの確率挙動解析を行なう｡一般的なペ トリネットはシステムの論理的

な構造に関する記述のみ可能であり､時間について表現できないのでシステムの挙動には使われない｡そ

のために 1970年代の前半からペ トリネットのプレースまたはトランジションに時間の概念を導入した時間ペ ト

リネット (TimePetriNet)がいくつか提案された｡その後 トランジションの発火遅れ時間

は連続の確率分布 (指数分布)をもつような確率変数として定義され､システムの確率的な事象の表現

と挙動解析が可能となった｡ 本研究計画書に掲げた論文でもその適用によるシステムの信頼性を論じている｡今後さらなる分野のシステム性能解析 ･

評価をと適用が

期待されており､この機会に試みたい｡4 研究の概要分散処理形態を有する交替処理システム､つ

まり主と従の二つのプロセッサから成っており､次のような動作をする｡主 (メイン)プロセッサはオ

ンライン処理を中心とし､従 (サブ)プロセッサに対して優先権をもつものとするo従プロセッサは主

にローカル処理をし､一定の周期時間でオンライン処理に切り替え､一定の条件を満たしたら､主プロ

セッサと交替するシステムである｡このようなシステムのモデル化をシステムの状態定義が容易になさ
れる確率ペ トリネットを用いて行なう｡更にモデル化されたシステムの状態定義は､マルコフ再生過程

における再生点と非再生点とに区別し､システムの挙動解析を行なうことで､システムの挙動をより適確に把握することができるOシステムの挙動解析として

､システムシンク状態となるまでの定常確率を求める｡最後に､数値例において､各遷移が発火す
るまでの時間分布に具体的な確率分布を導入し､システムが正常な状態からシンク状態となるまでの挙動を解析する

｡5 研究組織 (共同研究･総合研究のみ該当

します)･研究代表者

･研

究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の 可 杏) いずれかをOで囲



[実績報告書8-2]

部科校名 :生産工学部 氏名 :亀井光雄

6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してくださいO)

今回は､分散処理形態を有するシンプルな交替処理システムを例としてストキヤステイクペ トリネッ

ト (SPN)を用いてモデル化しマルコフ再生過程により後退処理システムがシンク状態になるまで｣の

挙動解析を行った｡

spNを用いてモデル化することでシステムの状態定義が簡単にでき､更に状態定義はMRPにおける再

生点と非再生点とに区別しシステムの挙動解析をより的確にとらえることができた｡また､数値例にお

いて､シンク発生の定常確率を示したことにより､シンクを防止するためにはシステム全体の情報の流

れや制御を考慮してシ寄 テムを運用することが重要であるかを示唆した｡今後は具体的なシステムにつ
いて適用を試みる必要があ等o



【別紙様式 8】
課題番号 個OT-08

1注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 3月 3

1日氏 名

所属 ･資格 小 滞 善 隆生産工学部 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目をOで囲んでくださ

い｡2 研究

課題指数関数型Petrov-Galerkin有限要素法による球形構造体と流体の達成

解析3 研究の目

的球形構造物と流体との相互影響下における弾性安定挙動を解析する｡特にレイノルズ数の大きさによ

りその応用力及び変形形状がどのような変化を受けるかを計算し,工学的応用に寄与する事を目指す｡手法

は,流体の Navier-Stokes方程式を指数関数上流化手法により解析し,次に構造のシェル非線形方程
式をGalerkin法により解析する｡これを時間増分法により順次計算する事により,流体と構造物との練成解
析結果が得られ

る｡4 研究の概

要1.静加重下にある構造物の非線形変位を計算す

る｡2.その加重下における固有値解析を行い,正の実固有値であれは振動は安定であり,負,虚の固有

値であれば,発散現象となり,不安定とな

る｡3.この過程を加重 (または変位)増分法によりStepbystep(Newton-Raphson法)により行い,安
定 ･不安定を判定す

る｡4.一方,外圧加重としては,非圧縮性粘性流体でレイノルズ数 107くらいまでを対象とした FEM

とPetrov-Galerkin法より数値解析を行
う｡5.上記の計算を繰り返し行うことにより,流体と変位との相互作用下における変位 ･応力性状を確

かめることができ

る｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 可 杏) いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :生産工学部 氏名 :小津善

隆6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)粘性流れ問題の解析には従来差分法が多用されてきたが,レイノルズ数が大きな場合,N｡S式

の非線形移流項が粘性項に比較し卓越しており,この特徴を考慮した解析を行わない限り,袴られ

る解は振動し,正解を得ることはできない.差分法では,この移流項に対して上流化手法を用いた

解析が行われている

.一方,差分法に比べ定式化が容易な有限要素法においても何らかの上流化が必要となり,我々

はPetrov-Galerkin法を用いた解析を行った.これは,Galerkin型手法を拡張した手法であり取り

扱いが比較的容易である一方,解析手法としては信頼性があるからである.本研究で用いた重み関

数としては基底関数と指数関数を併用した Petrv-GalerkinFEMは,変分的定式化の立場から基礎

づけが行われており,1次元の定常移流拡散方程式に適用した解は格接点において厳正解に一致す

ることが確認されている.そこで,この手法とALEとを用いた流体と構造物の相互作用に関する計

算をおこなった.構造物としてShellを対象とした計算を行ったが,Shellの変形形状,流体の性

状および両者の錬成性状ともにかなり良好な結果を得ることができた.特に,ある程度高いレイノ

ルズ数でも収束した解が得られ



【別紙様式 8】
課題番号 個07-08

2注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡ 氏 名 長 尾 光

雄 平成 20年4月

4日所属 ･資格 工学部 ･専任

講師1 種 目 奨励研究 /一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究

課題生体部位の粘弾性計測方法の確立と装置の

開発3 研究の
目的非侵襲 ･非接触による生体部位や軟体物の ｢柔らかさや粘弾性上 及び生体部位の ｢凝りや張り｣など

を評価する方法の確立と試験装置の開発を目指している｡｢柔らかさや粘弾性｣は生体部位や食品の柔らかさ

とクリープ回復の関係を調査し接触式との相違や有効性及び新たな条件などを検討した｡｢凝りや張り｣は硬

軟の異なる 2層試料において下層の硬軟について上層を介して捉える新たな評価や計測方法を提案した.こ

れら提案した評価方法の有効性や発展的な可能性について検討する計測システムの開発が目的であ

る｡4 研究の

概要試料に選定した粘弾性食品やゼラチンに適用させて噴射荷重と柔らかさの関係を確認した｡押込深さ

の時間軸変化及び除荷後のクリープ回復の調査から,柔らかさと粘弾性の相関性及び噴射荷重の影響につい

て明らかにし,従来になかった新たな試験装置を提案した｡上層の厚さや硬軟が異なる下層の硬軟について

,スポンジゴムを用いた試料から上層の厚さや硬さに応じた適正な押込設定荷重が存在する点,及び硬さを

角度などで評価する方法の有効性を確認し,これを肩部筋肉収縮硬さに適用して本試験装置の有用性を確かめ

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の ･否) いずれかを○で囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 : 工 学 部 氏名:長 尾 光
雄6 研究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)(1)噴射ノズル口径の大きさと噴射荷重の関係及び噴射距離と噴射荷重の関係から押込荷重設定条件を

確認した｡ノズル口径0.5-2.0血]の4種類を用いる｡噴射圧力は5-95[kPa],ノズル噴射距離 5,0血]

の試験結果から,噴射荷重は口径及び噴射圧力は比例関係にある｡噴射距離は噴射ノズル口径 1.5[mm],噴

射圧力 10[kPa〕一定の条件では,10-45[mm]の範囲でほぼ一定であり距離の影響は小さ

い｡(2)粘弾性食品やゼラチンに適

用させて噴射荷重と柔らかさの関

係について,ノズル口径 1.0[mm],距離 8･OE-

035.0[mm],噴射時間20[S],噴射圧力 点 6･OE-

035-95[kPa]の条件において,試料は 芸 4.｡E-
03.

i1生体部位 (鶏の肝,豚肩ロースと鶏 賭 2.｡E_

.3肉),食品 (ゴマ豆腐,絹豆腐

,はんぺん,こんにゃくとかまぼこ

),ゼラチン (4%と10%)の 10種類を 0

20 40 60ノズル噴射圧力 P (kPa) 80 100

0628

4

0

2

.l

･1

0

0

0

(tu
tu
)

的軽舟爆 0 20 40 60 80 100 1

20 140時 間 (S)選定した.図 1は柔らかさの指標で 図 1 噴射圧力と柔
らかさの関係 図2 粘弾性とクリープ回復あり,生体

部位の鶏の肝は表層が柔らかく内部は硬い繊維組織が存在するためその厚さによる硬軟の変化を噴射圧力の大き

さが明瞭に捉えており,豚肩ロースと鶏肉も表層は柔らかく感じ

内層は繊維質の硬い層を測定している｡これに比べ均一な食品では圧力の変化に左右されないで一定であるが,素材の柔らかさに応じ

た噴射圧力が存在する｡豆腐では低圧力,こんにゃくやかまぼこは高圧力で判別可能である｡提案す

る柔らかさの算出はHa=S/F(S:窪みの表面積,F:噴射荷重)である｡クリープ回復試験結果が図2(例:絹豆腐)である.噴射圧力5-
20lkPa]において連続噴射時間20[S]後,140[S]までの窪み深さから,

非接触のため除荷後の回復と経過時間の変化が試料ごとに異なるため粘弾性特性を明瞭に捉えてい

る｡接触式では加圧庄子の速度制御による影響

が入り込むが本試験装置は個々の特性が判る｡

(3)2層構成試料の下層硬軟評価は図3の∂で行い
,
の有効 性を図4の試料構成 (試料はスポンジゴ

ムA～Eの5種類,①tlOのA～Eの

単層,②上層Aがt5-下層 t5,③上層
Aが t5-下層 tlO,④上層Aがilo-下層 t5[mm])で,押込設定荷重2日N

],時間5[S],庄子の径4)8lmm],加圧板径d)40[mn]の試

験条件により試験した｡この他の評価として,押込荷重,押込深さ,弾性

定数,体積弾性係数でも実施したo図5と図6の(参と③を比べて角度は

試料間の大きさの序列が単層①と同等であり,荷重では上層と下層の厚

さの影響を受け既存品の測定装置と同じである｡次に④で

は荷重の評価には試料間の差は見られないが角度の評価には下層

の変化が小さく表れている｡押込設定荷重 29制 に大きくすると角度の評価では②の序列と類
似する傾向になっている



【別紙様式 9】
課題番号 個OT-08

3注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 4月 4日

氏 名 児 玉

大 輔所属 ･資格 工 学 部 ･准 教 授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 I奨励研究/ 冗 )/一般研究(共同)/総合研究 I,i:該当する種目をOで囲んでくださ
いo2 研

究課題超臨界流体を含む混合物の高圧相平衡および溶

解度測定3

研究の目的溶媒は液体であるという固定概念を変え､超臨界流体が液体溶媒の代替溶媒として注目され

ているo特に超臨界二酸化炭素と超臨界水は環境にやさしいグリーケミストリー溶媒として検討されてい

る.超臨界流体を利用することにより分離や反応プロセスの省エネルギー化を実現できるoまた液体であ

りながら蒸気圧がほとんどなく有機溶媒の代替として反応溶媒への応用が期待されるイオン液体も注目さ

れているo超臨界二酸化炭素とイオン性液体を反応場として利用する際は､それら混合物の物性データが

重要であるoしかし､超臨界流体とイオン性液体混合物に関する物性データは

少ないのが現状である.本研究では､超臨界流体を含む混合物､特に超臨界二酸化炭素とイオン性液体

混合物の高圧相平衡および溶解度データを密度データも含めて精密に測定するo測定データを状態方程式
で相関すると共に､新しいシミユレーション技術の

開発を目指すo4 研究の概要本研究の目標は､申請者の研究室で所有している高圧相平衡測定装置

を利用し､超臨界二酸化炭素を含む混合物､特に超臨界二酸化炭素とイオン性液体混合物の高圧相平衡お

よび溶解度データを密度データも含めて精密に測定し､新しいシミュレーション技術を開発することであるoそのた

めに､次の通り研究を計画しているo1)容積可変型の高良相平衡測定装置を利用し､超臨界二酸化
炭素を含む混合物の相平衡データ､超臨界二酸化炭素に対

するイオン性液体の溶解度データを測定するo2)測定データを様々
な状態方程式で相関し､測定データを検討する.3)測定データを基

に､新しいシミュレーション技術の開発を目指すo4)新規に合成されたイオン性液体の溶解度データを測定する.

5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します

)･研究代表者児 玉 大 輔･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の @ ∴否) いずれ
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輔6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)6.1 エチレン+2-メチル十プロパノール混合物の相

平衡混合物の相平衡関係は､蒸留やガス吸収などの成分分離プロセスの設計および操作の際に､必要不可欠な

基礎物性データである.エチレンはポリマーの原料に代表されるように､化学工業において幅広く利用されてい

る｡またアルコールは､エチレンなどオレフィンの水和反応で合成され､混合物の相挙動を知ることは重要であ

るOしかし､エチレンの臨界点近傍における混合物の物性データは少ないのが現状であ

るO今まで､エチレンとアルコ-ルからなる混合物の高圧相平衡を測定してきた｡今まで測定してきたエチレ

ンとアルコ､-ルからなる混合物は､メタノール､エタノール､1-プロパノール､2･プロパノール､1-ブタノー
ルを含む混合物であるOその結果､2･プロパノールを含む混合物以外では､臨界点近傍において気液液分離
が観察され

た｡本研究では､エチレン+2メ チルー1プ ロ/10ノ-ル混合物の高圧相平衡を飽和密度挙動も含め 278.15,283.6
5,288.15Kで測定した｡今回測定した2メ チル･1-プロパノ-ル混合物は､1-ブタノールの構造異性体であ
り､1-ブタノール混合物との相挙動の相違を解明でき

る.エチレン+2-メチル十プロパノール混合物では､いずれの測定温度においても気液液分離のような複雑な

相挙動は観察されなかったOこれは､今回の測定温度がエチレン+2メ チル十 プロパノール混合物の上部臨界終
点と下部臨界終点の範囲外であったためと考えられる｡得られた測定結果は､SRK式および擬三次式により相関した

｡6.2 超臨界二酸化炭素に対するフェロセンの溶

解度近年､超臨界流体を用いたナノ微粒子化や薄膜創製技術が注目されている｡特に超臨界二酸化炭素は

､臨界点が7.38MPa,304.1Kであることから穏和で難燃性もあり､グリ-ンケミストリーを実現化する機
能性溶媒として有効であ

る｡超臨界流体を利用した代表的な微粒子創製法には､超臨界急速膨張紘(RapidExpansionofSupercritic
alSolution法)がある｡RESS法は､固体物質を超臨界流体に溶解させた後､高圧混合流体を急速に減圧膨

張させ溶解度を下げて微粒子を析出させる方法である｡RESS法による微粒子や薄膜創製プロセスの設計や

操作の際､超臨界二酸化炭素に対する固体の溶解度は重要な基礎物性データであ

る｡本研究では､代表的な金属錯体であるフェロセンを採り上げ､超臨界二酸化炭素に対する溶解度を測定し

た｡実験には､流通式溶解度測定装置を用いた｡高圧セルは､土0.1K以内で温度制御された空気恒温槽内
に静置されており､所定量のフェロセンをセルに仕込んだ｡セルを空気恒温槽内に一定時間保持し､二酸化

炭素を一定圧力一定流量で流し､回収した固体物質の重量及び二酸化炭素の流量を測定し､溶解度を算出し

た｡測定結果は､Coweyらの文献値と良好に一致した｡また Chrastilらが提案した(1)式により､溶解度
測定デ-タを相閑し

た｡･ny2-Co･? ･C2lnp (

1)(1)式中のpはHuang式から計算した二酸化炭素の密度､Tは実験温度であるoまたa,Cl,CBはフィ
ッティングパラメ-夕であり､Marquardt法で決定した.Chrastil式による相関結果は､実験値と良好に一
致した.さらに測定結果を基に､(2)式によりEnhancementFactorを算出した

oTlnE-A+Bp (2

)(2)式中のA,Bは定数､pはHuang式から計算した二酸化炭素の密度､都 まEnhancementFactorで
あり(3)式により計算し

た｡E-y2P/p…ub (

3)ここでJqは溶解度､pは平衡圧力､p芸ubはフェロセンの昇華圧である.実験値はM6ndez-Santiagoら

によるモデルと良好に一致し

た｡現在､この溶解度測定結果に基づき､RESS法により微粒子や薄膜創製実験進めてい
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輔研究の結果 (つづ

き)6.3 酸一塩基型アミド系イオン液体に対する二酸化炭素の吸収

特性イオン液体は､二酸化炭素などの酸性ガスを極めて大量に物理吸収するが､窒素や水素などは溶解せ

ず優れたガス選択性を示す｡一方で､蒸気圧が非常に低いため､気体あるいは超臨界流体相へはほとんど溶

出しない｡これらの特長を活かし､ガス分離 ･精製プロセスを始めとして様々な分野での利用が検討されてい

る｡本研究では､プロトン移行を伴う酸(HA)一塩基(B)型のイオン液体(HA+B→ 【BH]lA])を新たな対象と

し､アミド構造(N,N-ジメチルホルムアミド,'DMF)を持つイオン液体([DMFH]lTf2N];Tf2N-=(CF3SO2)2N･)

を採り上げ､二酸化炭素の溶解度および溶解に伴う電気伝導度の変化を調べ､ガス吸収特性について考察し

た｡lDMFH]【Tf2N】は､氷浴中でDMI‖こ等量の硝酸を滴下した後､Li(CF3SO2)2N水溶液を加えアニオン

を交換することで得た｡さらに､残存した Li+を希硝酸で繰 り返し洗浄し､硝酸および水を真空乾燥により

取り除いた.試料に含まれるLi+および水分量は､ICPおよびカールフィッシャー滴定により確認し

た｡二酸化炭素加圧下における試料の溶解度測定は､容積可変型高圧相平衡装置により､既報の方法に従

って行った｡二酸化炭素を加圧､吸収させた試料の電気伝導度測定は､既報の方法に従って行っ

た｡同じアニオンを持つ[BMIM]lTf2N]の溶解度測定結果と比較すると､40℃における【DMFH]【Tf2N]に

対する二酸化炭素の溶解度は､組成が 0.5付近から急激に立ち上がった.また､同圧下での【DMFH】lTf2N]

に対する二酸化炭素の溶解度は､25℃の方が高いことが確認され

た｡電気伝導度の圧力変化は可逆的で､二酸化炭素の溶解が物理吸収であることが確認された｡典型的な

イミダゾール系イオン液体では､電気伝導度は低圧で圧力増加に伴い直線的に増加し､二酸化炭素の吸収が

飽和する圧力前後からほぼ一定となるが､本研究で用いた【DMFH】[Tf2N]の場合もそれと非常に類似した傾

向を示した｡電気伝導度の増加は主にイオン種の拡散係数の増加に依ることがイミダゾール系イオン液体で

明らかとされており､[DMFH】【Tf2N]でも同様の効果によるものと推察される

｡なお本研究の成果の一部は,3月 19日に静岡大学工学部で開催された化学工学会第 73年会で発表し

た｡また6月7,8日に明治大学で開催される分離技術会年会 2008にて発表予定であ

る｡本研究に対する研究助成に深謝いたしま

す｡注 :必要に応 じて,このページをご使用くださ
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6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,孝OOO寧以上記輿 .てくださいo)
ゼ-タ関数およびL･関数の解析的性質のう～ち,*点分布は素数分布と関係し多くの研究成果が得られ

ているoLかLRiemann予想など未解決の部分も多いO零点分布に関して HilbeTtとP6iyaは独立

に,｢Riemannゼ-タ関数の零点はある種の自己共役作用素の固有値と関係づけられることによりそ

の性質が解明されるであろう｣という作業仮説を立てた(1915年頃)｡この研究指針についてはSelbe曙

の先駆的結果言970年代のMon噛omeTyl蚕,Dysonによる錯乱行列の固有値分布との統計的類似など
が知られているO最近Connes【1]はRiemann予想と同僚な跡公式の存在を示唆したO呼に固有値分

布に対してはSelbeTg(1952年)やKtiZnetSOV(1983年)の跡公式といった強力な道具が知られているが,
これらは採型形式の研究を基盤としているOまた保塾形式においては付随するL･関数を調べることが

重要であるoL関数にはRankin-SelbeTgme也odを通じて実解析的Eisens短in級数が関係し,L･関数
の解析接晩 極の位置,関数等菰特殊健などを求めるに大きな役割を果たすOこのような研究の位置づ

げの中で本助成金受領者は次のような研究結果を得た｡

(1)保形L一関数の零点とHecke固有値とを関連付ける明示公式を,本助成金受領者は論文【6日'73で

与えていたが､今回､一般のRankin,SelbeTg型し関数の零点とHecke固有値とを関連付ける明示公

式を,論文【9jで与えたO証明では､し関数の積分表示と正則性に関するZagie由2】の考え方と
SttiYm【1紬こよって開発された非正則保型形式の正則保型形求-の射影を用いたO

(2)Eisenstein級数の上半平面の元に関する漸近展開Q積分変換の性質も研究対象となり得るO今

臥 本助成金受領者は論文[8]において,ある条件の下で実解析的Eisens捷in級数および, そのFotiTier

係数のLapiaee-Mellin変換の健が零になることを示したo非正則保型形式と正則採型形式の直交性に

関する結果であるが,その証明には合流型超幾何関数の性質が利用されるO

(3)漸近展開に関して最泳桂田昌紀氏【23が恥steinゼ-タ関数およびそのLapiace･Meiiin変換の
完全漸近展開を与えたO この結果を元に本助成金受領者と桂田昌寵氏は共同研究【3】で∴実解析的

Eisen鈍ein級数の上半平面虚軸方向に関する完全漸近展開を与えることに成功したO証明では

Ramanujan級数とMaass作用素を用いているOこの漸近展開式から固有関数等菰 特殊健の表

象FouTiep級数展開,極の位置,KでOneCkeT極限公苑正則玄皇紀nS短in級数のLambeTも級数表示などの
別証明が得られた｡

(4)保型形式に付随するL･関数において複素変数に関する漸近挙動の研究は開発途上にあるo

Eisens穣in級数の解析的性質を用いる方法は自然で一般性があり,古典的なゼ-夕関数でのrDiぞichiet

級数を調べる｣手法とは異なる方向からの研究を可能にするO特に,｢Fou裏eぞ級数展開の定数項が

塞ise弧S穣i汲級数の性質の多くを反映する｣という事実と経験則があり,これを複素変数に対してそのま
ま適用すると最善の結果が得られる｡しかしながら複素変数の漸近挙動に関しては予測に反し定数項

以外の寄与が観測できるOこれは複素変数に関する挙動が非常に複雑であることを意味し,保型形式と

櫨の古典的なゼ-夕関数の類似についても新しい視点を与えることが期待される0

本助成金受領者はEisens穣in級数のFo敬ぞieで級数展開がいくつかの特殊関数を用いて明確に書き下せ

る場合を考え超i維nS短in級数及びし開数についての評価を特殊関数の評価を通じて行うことにより,
漸近挙動を綿密な形で捉えたOその結果は論文抱o封こまとめられた｡
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【別紙様式 8】
課題番号 個07-08

5注:課題番号を記入してくださ

い｡平成19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下 記 のとおり報告いたします｡ 氏 名

森 平成20年4月

6日

英所属 ｡資格二二専 任 準

節1 種 目 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を0で囲んでくださ

い｡2 研 究

課題廃棄ガラスの新規なリサイクルプロセスに関する

研究3 研究の

目的廃棄ガラスの再利用を行う際の問題点とし
て､(A)海外で生産されたガラスビンは､形状および色が異なるためガラスビンとしての再利用が困難であ

る､(ら)ブラウン管や医療用ガラスなどは鉛(Pb)などの環境有害物質が含有しているため再利用が困難であ
る､ことなどが挙げられ

る｡本研究の目的は､上記(A)､(ち)の問題点を克服する新規な再利用方法として､廃棄ガラスから透明成分であ
る二酸化ケイ素を回収し､二酸化ケイ素とガラスに含有している金属イオンとの分離方法を確立することであ

る｡4 研究の

概要本研究では水酸化物(水酸化カリウム)と鉛含

有ガラスを混合したアルカリ融解陰により､ガラスから

二酸化ケイ素を回収する方法の確立について検討する

｡着色ビンガラスにおける水酸化カリウム(KO

H)を用いたアルカリ融解での二酸化ケイ素の回

収例を右の図に示すOまず､KOH と着色ビンガラス

のアルカリ融解によりケイ酸カリウムを作製する｡こ

のケ酸カリウムは水に容易に溶解するので､水を

加えイ酸カリウム水溶液を得ることができる｡ 0粉砕(5

g) 粉砕ガラス+KOH◎謂
路 用洩溶融温度360℃

二 二 三 三

二 三si(011)

_Ii ⑧ケイ酸カリウム水溶液このケイ酸カリウム水溶液に塩酸を加えて煮沸す

ることにより､ケイ酸が沈殿する｡このケイし､ケイ酸のみを乾燥

させて､二酸化ケイ素を得ることができる｡二酸化ケイ素を回収する方法の確立に

ついて検討する｡ 研究では､この方法を鉛5 研究組織 (共同研究 ･総
合研究のみ該当します)･

研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の ㊥ ･否) いずれかをOで囲んでください
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部科校名 :工 学 部 氏名 :森 英

嗣6 研究の

結果鉛を含有する廃棄ガラスを試料として選択し､二酸化ケイ素 (SiO2トの回収プロセスをこのガラス
に応用した結果を示す｡試料となる廃棄ガラスには市販されているワイングラスを用いた｡アルカリ融剤
には水酸化カリウム (KOH)を使用し

た｡6.1 鉛含有ガラスの水溶液

化まず､ワイングラスをlrrun以下の粒径になるように粉砕してした後､この粉砕ガラス 10gとKOH
30gをモリブデンるつぼに入れて､電気炉を用いて 360℃､3h､大気中で溶融し､ケイ酸カリウムを生
成させた｡溶融後､常温まで自然冷却した後､るつぼの中には､ケイ酸カリウムと金属鉛 (pb)が生成し
ていることを確認できた.ケイ酸カリウムは水に容易に溶解するので､生成した反応物に蒸留水 (H20)
を加え､ケイ酸カリウム水溶液を生成させた. 一方､pbは H20 に不溶なので､ここでPbを塊の状態で

回収することができた｡回収されたPbの写真を図1に示す｡この実験の場合では､10gの試料から約 1gの
Pbを回収することができたO実験当初は､Si02の回収を第1の目的としていたので､アルカリ融解により
Pbが容易に回収できたことは非常に興味深かっ

た｡6.2 水溶液からの二酸化ケイ素の回

収アルカリ融解でPb含有ガラスからSi02を回収する模式的な流れを､"6.1鉛含有ガラスの水溶液化
''での結果も合わせて図2に示

す｡この回収プロセスでは､前項で作製したケイ酸カリウム水溶液を用いてHClを添加し､中和をする
ことで､煮沸を行うことなく､かつ塩化永素の発生を防ぐこともでき

た｡まず､図2に示すようなビーカーに作製したケイ酸カリウム水溶液を入れ､HClを添加してケイ酸

カリウム水溶液を中和し､ケイ酸 (si(OH)4)を沈殿させた (図2の③および④)｡このときのペーハーの
値はpH7.04土0.01であっ

た｡その後､沈殿したケイ酸と水溶液を分離して､ケイ酸を抽出した｡抽出したケイ酸に濃塩酸を加え

てケイ酸以外の沈殿物を溶解させ､その後､ケイ酸のみを加熱乾固してSi02を得た｡このプロセスによっ

て､鉛含有ガラスを粉砕して得た 10gの粉末状のガラスから約 5.8gのSi02が回収された｡なお､回収さ
れたSiO之の純度は約98%であった｡表1に結果をまとめ

た｡図1 鉛含有ガラス (ワイングラス)からアルカリ融解によ
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部科校名 :工 学 部 氏 名 : 森 英

嗣研究結果 (つづ

き)表1 粉砕した試料 (鉛含有ガラス (ワイングラス))の質盈および回収されたsi02の質塵と

純度質盈 /g

試料 粉砕後の 回収さ

れた試料 SiO2 回収

したSi02の純度

/%鉛

含有ガ

ラス(ワ

イングラス) 10.0138 5.8112 98

.46.3回収プロセスの定量的分

析ここでは､中和反応を用いた回収プロセスの収
率を検討するため､Pb含有ガラスの成分として主に使
用されるSiO2､ Al203､ CaO､B203およびPbOに着目
し､これらが溶解した試験溶液を作製し､ Si02を回
収して収率を分析し

た｡試験溶液は4種類あり､5g､10g､15gおよび20
gのsi02がそれぞれ溶解している｡これらの試験溶液か
ら､"6.2水溶液からの二酸化ケイ素の回収''およ
び図2に示した中和反応を経て､それぞれ Si02を回
収した｡なお､ Si02の純度は､フッ酸を用いた化学
分析の結果､約98%であっ

たOケイ酸カリウム水溶液 (試験溶液)に含まれるSi

02の質量と回収された Si02の質量の関係を示すグ
ラフを図3に示した｡図中の直線は､理論的に回収で
きる値を示している｡結果から､ほぼ理論値に近い回
収が可能であることを確認できる｡これらの結果からSi
02の収率を算出したところ､収率は94-99%であった

｡6.4 まと

め本研究では､｢廃棄ガラスからの二酸化ケイ素の
回収プロセスの確立｣ に関する研究により､アルカリ

融解でPb含有ガラス中のSi02が95%前後の収率で回
収できることを明らかにすることができた｡また､そ
の純度は98%程度であり､確立したプロセスにより､

廃棄ガラスから回収された Si02が広範囲の用途で有
効に利用されることが期待でき

る｡今後は､回収プロセスの展望として図4に示す
ような循環型のプロセスが新たな研究課題になると考
えている｡地球環境保全に関する研究の規模がさらに
拡大し､研究成果が早急に実用化されることを期待した
い｡なお､この研究成果の一部は ｢化学工業｣ に掲
載予定である

｡
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課題番号 個 07-08

6注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 3月 25

日氏 名

所属 ･資格 池田 弘子歯学部 ･助教日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 庚 励研究扇 (イ疫 一般研究(共同)/総合研究 い.i:該当する種目を○で囲んでくださ

いo2 研

究課題ラットのturningbehaViourを指標とした大脳基底核機

能の解明3

研究の目的顎顔面の不随意な運動異常を伴う口腔ジスキネジアの発症には,大脳基底核機能が深く関与

することが指摘されているoラットの側坐核のドパミン受容体を片側的に刺激して発現するturningbehaVi
ou再ま,大脳基底核機能の基礎的な研究に極めて有用であるoこれまでに申請者は,側坐核からの遠心

性投射系の中継点として考えられていたVentralpallidum(VP)のGABA性機能が,turningbehaViour
の発現に重要な役割を果たすことを明らかにしたo本̀申請の研究では,vpからGABA性の投射を受けるとされるm

ediodorsalthalam､us(mdT)のGABAA受容体に着目し,ラットのturningbehaViourを指標
として,大脳基底核機能におけるmdTの役割を解明することを目

的としたo4 研究の概要wistar系雄性ラットに麻酔を施し,左側のmdTおよび側坐核she11にガイ

ドカニューレを植立したo約 1週間の回復期間を経た後,ラットを観察専用ケージに移し,60分間環境に

馴化させた後,薬物をマイクロシリンジを用い,ガイドカニューレを通じて投与したo誘発されるturningbeh
aviourの計数は5分間ごとに180分間にわたって行ったo実験終了後,ラットを安楽死させたうえ

,脳を取り出し,ホルマリン液中で固定後,薄切,染色し,組織

学的に薬物注入部位の位置を確認したo5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します)

･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ト ムぺ-ジ等での公開の ㊥ ･否) いずれかを○で囲んで
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部科校名 :歯学部 氏名 :池田 弘

子6 研 究 の結 果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)ラットの片側の側坐核shellを刺激するとturningbehaviourが発現する｡これまで

に,片側の側坐核 shellのアセチルコリン受容体を刺激した場合には,回転半径の大

きいcirclingが,ドパミン受容体を刺激した場合には,片側の後肢を回転軸とする回転半径

の小さ～へ転戦きpivotingが発現することが報告されている｡ 本申請の研究では,この turning

､預も謎aviourを指標として,medi｡d｡rsalthalamus(mdT)のGABAA受容体の役割につ

いて検討し

た｡まず,mdTのGABA機能の左右不均衡によってturningbehaviourが発現するか

否かについて検討した｡その結果,片側のmdTにGABAA受容体アゴニストのmuscimol(50n

g)またはアンタゴニストのbicuculline(200ng)を投与しても,著明なturningbehavio

urの発現は認められなかった｡この結果から,mdTの GABA機能の左右のアンバラン

スのみではturningbehaviourが発現しないことが明らかとなっ

た｡これまでの申請者の研究から,ventralpallidum(VP)は片側の側坐核shellのアセ

チルコリン受容体を刺激して発現する turningbehaviour(circling)の投射先であること

が明らかとなっている (Kitamuraetal.,Neuroscience104,117-127,2001)｡今回注目

したmdTは,解剖学的にこのVPからGABA性の投射を受けることが報告されている (You

ngIIIetal.,∫.Neurosci.4,1626-1638,1984)ことから,mdTも片側の側坐核shellのア

セチルコリン受容体刺激誘発 circlingの投射先であることが考えられる｡そこで,次に片

側の側坐核 shellのアセチルコリン受容体刺激誘発circlingにおけるmdTのGABAA受容

体の役割について検討した｡片側の側坐核shellにアセチルコリン受容体のcarbachol(5pg

)を投与すると著明なcirclingが発現した｡このcarbachol誘発 circlingは,同側のmd

Tにmuscimol(50ng)を授与することで著明に抑制されたO一方,mdTにbicuculline(200n

g)を授与した場合には,carbachol誘発 circlingは影響を受けなかった｡以上の結果か

ら,mdTは側坐核 shellのアセチルコリン受容体刺激誘発circlingの発現に関与するVP

からの投射先のひとつであり,側坐核 shellのアセチルコリン受容体を刺激すると,md

TのGABA機能が低下しcirclingが発現することが示唆され

た0片側の側坐核 shellのドパミン受容体刺激誘発 turningbehaviour(pivoting)につ

いては,これまでにVPは投射先ではないものの調節的な役割を果たすことが報告されて

いる(Kitamuraetal.,Neuroscience104,117-127,2001).したがって,mdTも同様な役

割を持つ可能性があることから,次に,ドパミン受容体刺激誘発 pivotingにおける md

TのGABAA受容体の役割について検討した｡その結果,片側の側坐核 shellにドパミンD

l受容体アゴニストのSKF38393(5pg)とD2受容体アゴニストのquinpil,･01e(10pg)を
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部科校名:歯学部 氏名 :池田 弘

子研究の結果 (つづ

き)して発現するpivotingは,同側のmdTにmuscimol(50ng)を投与すると,回転数が

約半数に減少した｡一方,mdTにbicuculline(200ng)を授与した場合には,SKF3839

3とquinpiroleを併用して発現するpivotingは著明な影響を受けなかった｡以上の結果か

ら,mdTのGABAA受容体は,ドパミン受容体刺激誘発pivotingを抑制的に調節している

可能性が考えられ

る｡以上の本研究の結果から,mdTのGABA機能の左右不均衡ではturningbehaviou

rが発現しないことが明らかとなった｡また,mdTは側坐核shellのアセチルコリン受容

体刺激誘発turningbehaviour発現に密接に関わる投射先の一つであり,さらにドパミン

受容体刺激誘発turningbehaviourを調節する部位である可能性が示され

た｡注 :必要に応じて,このペ-ジをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-08

7注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡ 氏

名 平成20年 4月 1

1日所属 ･資格

歯学部 ･助教1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 注二
該当する種目を

○で囲んでください｡2 研究課題Organotypicculture法を用いた口腔癌細胞株がリ

ンパ管に及ぼす影響3 研究の目的口腔癌細胞株と､膳帯静脈から分散された WVE-1陽性リンパ管内皮細胞をorgano
typicculture法により共培養し､invitroで腫癌によるリンパ管新生および侵襲を再現する｡

引き続いて､口腔癌細胞株とリンパ管のCrosstalkを､リンパ管誘導因子および細胞外基質分解酵素に重点を置き､分子病

理学的に検索する｡4 研究の概要ヒト膳帯静脈由来血管内皮細胞をpolyclonalantiLYVE-1抗体で標識し､
FACSを用いてリンパ管内皮細胞を得る｡この細胞をコラーゲンゲル中で培養することでリンパ管内皮細

胞に管腔形成を起こさせる.その後､口腔嘉平上皮癌由来の細胞株を前述のコラーゲンゲル状で培養し､oganotypic
cllltureとする｡培養上清中にはTIMPをはじめとする細胞外基質分解酵素阻害剤を種々の濃度で

加え､腫癌細胞のコラーゲンゲル内-の浸潤能およびリンパ管破壊能の経時的変化を検証する｡すなわち､

上記培養系をホルマリン固定後にガラス標本を作製し､形態学的に腫癌によるリンパ管の増生ないし破壊を

観察した後､リンパ管誘導因子および細胞外基質分解酵素の発現動態を免疫組織化学およびinsituhybridization法を用いて､タンパク質

およびmRNAレベルで検証する｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研

究のみ該当します)･研究

代表者･研究分担者 (役割

分担)※ホームページ等での公開の 杏) いずれかを○で囲んでください｡否の



[実績報告書8-2]

部科校名 :歯学部 氏名 :松本 直

行6 研 究 の結 果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)現在､口腔癌細胞株であるHSC3､HSC4および Ca9-22を用いたorganotypicculture法は確立され

ている｡ すなわち､予め75cm2フラスコで培養を行っていた線維芽細胞 (マウス3T3線維芽細胞)をTrypsi

nEDTAで剥離し､氷上でコラーゲンと混和する｡これをプレー ト上に分注し､ゲルの硬化後に 75cm2フ

ラスコから剥離した口腔癌細胞株を播種した｡これを約 1週間培養 した後にコラーゲンゲルをリフ トア

ップしゲル表面を培養液上に露出した｡コラーゲンゲルを経時的に 10%緩衝ホルマリン溶液で固定し､

津法に従いパラフィン包埋ブロックを作成 し､ガラス標本を作製した

｡コラーゲンゲル上に播種した口腔癌細胞株は口腔前癌病変と同様に､基底細胞､株細胞の明らかな

極性を欠いた発育形態を示 していることを病理形態学的に確認 した｡Organotypiccultureを行 うため

には､コラーゲンゲル内に線維芽細胞を添加することが重要であり､線維芽細胞批点か群では口腔癌細

胞の重層は見られなかった｡また線維芽細胞の細胞株によって､口腔癌細胞株の三次元的構築に大きな

違いが出ることを確認し

た｡き築き奪#:ts,tzg;gg/M"/i;/,i/;Bjs/i//i,lSl//葵iiigggjiglt葉書if喜i喜;iii/≡//;51～}:"1;358蔓5蔓3/書芸gt;>:ii3fii萱;葵g:=S～,;1g/;,sS,L73::3/iJ<,;gil;L,::/L</egt:ぺノン､シ､怒/5;i/2*//;3),/;'iSiiiiigiSitii葉書や＼ iI/葵ti//:i/毛溶き葦/i/''タ重きを://ン'17㌔F'fg'W./'<{}}'11察築き妻SgigC;Figs;3g;%{SSS/,}//-/iii>'/'1%ti/5/,'iif;i;;i//STg-iitga葉Si/iiif$3喜書護giS/''2gtSi;～iS:;～;;;5;gS,/://i/､31-:::2i/t{iSf;%'%'/～5/e;tkJ//～;～tii～;;g!,,～<,/i～/::;葵葵妾て≦≡詫ご//､ジ//tl､;､ゑ:.ゝ､汚1～ジ;i;;/-//淡ン.;/1/,,～/:i,:/;ttミミ;/.～</ゝ､PJ>//～/,/ウヾ～;よ,/:/1/,～/i:/Yt/i,::深≡く油,}壬､≡tでi///htt,/<､?､ y=</:tt://H吉宗…:S/
:/fti//,//*</i//㌔ ,/三､き.′÷;∫ ､:;/〆.〟さ.､つ.ニ1//,://隻[コラ-ゲンゲル :線維芽細胞(-)] :// //://､毛,裸麦駆 :挙墨等tZli苓……等号.:5,…㌢ン､/:/､常葉ざ'/N'､､～1さ:/潜ま33/[コラーゲンゲル :線維

芽細胞(+)]口腔癌細胞の重層 :(-) 口



[実績報告書8-3]

部科校名 :歯学部 氏名 :松本 直

行研究の結果 (つづき

)膳帯静脈由来血管内皮細胞から､リンパ管内皮細胞を分取するために､リンパ管内皮細胞マーカー

であるLYVE-1(Lymphaticvesselhyaluronanreceptor-1)を特異的に認識する抗体 (抗 LYVE-1抗体､

東邦大学医学部 病理学講座 石井寿晴教授より供与)を用いてFACS(Fluorescenactivatedcellsorting

)を行った｡すなわち､75cm2 フラスコに播種 し培養を行っていた膳帯静脈由来血管内皮細胞

をTrypsin-EDTAで剥離し､2%FCS添加 pBSに懸濁した｡これに抗 LYVE-1抗体を1mg/mlの濃度になる

よう添加し､氷上で30分間インキュべ- トした｡さらにFITC標識ヤギ抗ウサギ抗体を一次抗体と同様

の方法でインキュべ- トした｡上記の方法で膳帯静脈由来血管内皮細胞が発現している LYVE-1タンパ

ク質を蛍光標識LFACSに供した｡その結果､LYVE-1陽性 リンパ管内皮細胞の回収量が非常に低く､リ

ンパ管内皮細胞に富む細胞集団を得ることに問題が生じている｡臍帯静脈由来血管内皮細胞は LYVE-1

およびpodoplaninに陰性を示すという同様の報告がNorgallらのグループからも報告された(B沼CCancer

,2007,7:105)

｡リンパ管内皮細胞は､一部の静脈内皮細胞から分岐して発生することが知られている(OliverG.e

tal.NatureRev.Immuno1.,2004,4:35)｡そこで､膳帯静脈由来血管内皮細胞をそのまま用いて､コ

ラーゲンゲル内で管腔形成を行い､血管およびリンパ管の双方を対象とし､口腔癌細胞株との相互作用

を免疫組織学的に検証しているところである｡コラーゲンゲル内に添加した線維芽細胞からも細胞外基

質分解酵素であるmatrixmetalloproteinaseの産生が認められることから､現在､その他の細胞外基

質分解酵素をターゲットとして検討を進める予定であ

る.注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-08

8注:課題番号を記入してくださ

いo平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします｡ 氏

名

所属 ･資格 武市

収 平成 20年 3月

6日歯学部 ･専任

講師1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を○で囲んでくださ

い｡2 研究
課題難治性根尖性歯周炎における蛋白糖化最終産物(RAGE)の発現につ

いて3 研究の

目的炎症局所で産生された一酸化窒素 (NO)により活性化された血管内皮細胞の役割を解明するこ

とによって､難治性根尖性歯周炎の病態を解明する一助とすることである｡特に炎症時に細胞上に発現

するとされている蛋白糖化最終産物 (receptorforadvancedglycationendproducts:RAGE)に着冒
し､RAGEの発現とiNOSの産生細胞についての検討を行

う｡4 研究の

概要歯根嚢胞と臨床診断され､摘出された試料を病理組織学的に解析したのち､歯根肉芽腫と病理診断さ

れた組織を供試した｡RAGEおよび誘導型NO合成酵素のタンパクおよび遺伝子発現をそれぞれ免疫組織化学

的､分子生物学的手法により解析したOすなわち､得られた試料をOCTコンパウンド内に凍結保存し､5汁
mの凍結切片を作成した｡抗ヒトRAGEまたはiNOS抗体を用いて免疫染色を行い､それらの発現細胞の観
察を行った｡また､切片からRNAを抽出し､リアルタイムPCR法でそれぞれの遺伝子発現を検討し

た｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームぺ-ジ等での公開の 管) いずれかを○で囲んでくださ い｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名:歯学部 氏名 :武市

収6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,0用字以上記入してください

｡)1.供試

試料自発痛と誘発痛を示さず､臨床的に歯根嚢胞と診断された患者 25名を対象に､根尖切除

術および逆根管充填を施した｡その際に採取される根尖病巣組織を本研究に供試し､以下の研究

を行った｡なお､本研究は本学倫理委員会の審査を受け､承認されている (倫許 2004-24)｡ま

た､全ての対象患者には予め研究の概要を説明し､試料提供の同意を得ている

｡2.病理組織学的

検索得られた試料を2分割し､一方を用いて5汁mのパラフィン切片を作製した｡その後､ヘマ

トキシリンーエオジン重染色を行い､光学顕微鏡下で病理組織学的検索を行った｡その結果､5

名の患者から得られた試料には､明瞭な重層京平上皮の裏層を伴う肉芽組織が認められ､歯根嚢

胞と診断されたことから､本研究の対象から除外した｡また､残りの20名については上皮を認め

ず､幼弱な毛細血管に富み､多数の細胞浸潤を伴う肉芽組織を認めたため､歯根肉芽腫と診断し

､以下の研究に供試した

｡3.免疫組織化学的

検索抗ヒトRAGEおよびiNOS抗体を用いて､ABC法による免疫染色を行ったところ､リンパ
球､マクロファージおよび血管内皮細胞によるRAGEの発現を認めた.一方､iNOS発現を示し
たのはこれらの細胞のほか､形質細胞であっ

た｡連続凍結切片を使用し､同様に免疫染色を行ったところ､血管内皮細胞はRAGEとiNOS
タンパクを同時発現していた｡また血管周囲には多数のRAGEやiNOS発現細胞が浸潤していた

｡4.分子生物学的
検索凍結切片からRNAを抽出し､ヒトRAGEとiNOSに特異的なプライマーを使用したリア

ルタイムPCR法を行なったところ､全ての歯根肉芽腫でその発現を確認した｡なお､RAGEとiN
OSの遺伝子発現量は様々であったが､それらの発現量に相関関係は見られなかっ

た｡以上のことから､歯根肉芽腫内肉芽組織中の炎症性細胞はRAGEやiNOSを発現しており
､根尖歯周組織の炎症に関与していることが示唆され



【別紙様式 83 課題番号 個OT-08
9法 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成20年 4月

3日氏

名所属 ･資格 歯学部 ･専任講師日 本 大 学 総

長 殿下記のとおり報告いたします｡1 種 目 庚 励研究扇 蔚 一般研究(共同)個 食研究 控 該当する

種目をOで囲んでくださいO2 研究課題培養ヒト歯肉上皮細胞のamphire嘗ul

in産生に及ぼすEGFの影響3 研究の目的歯肉上皮細胞の振る舞いをコントロールする因子を知

ることは,この細胞の通常の機能や歯周炎における病態形成-の関与を知る上で不可欠であると考えられるoそこで,歯肉

上皮細胞が産生し,epidermalgrowthfactorreceptor(EGFR)シグナルを誘導する成長因子のうち,
autocrineに作用するものを検索したところ,amphiregulin(AR)がその候補として挙げられた

oそこで歯肉上皮細胞のAR産生に,歯周ポケットからも検出されるEGFが影響を

及ぼすかどうかを検索する研究を企図した.4 研究の概要初代培養したヒト歯肉上皮細胞にEGFを作用させ,A
RmRNA発現に及ぼす影響をrea1-timeqPCRで,タンパク発現に及ぼす影響をELⅠSA法で

調べたOさらに,線維芽細胞が分泌するHGFおよびKGFのAR産生に及ぼす作用もELⅠSA法を用いて
調べたoまた,歯周局所にARが検出されるかどうかを調べるため,歯肉溝溶出液(GCF)中のAR量を定量するとともに,臨床パラメーターとの相関の

有無を検討したo5 研究組織 (共同研究 .総合研究のみ該当します)

･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の ･否



[実績報告書8-2]

部科校名 :歯学部 氏名 :大島 光

宏6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

｡)歯周外科手術の際に得られた歯肉組織片をDispase処理し,歯肉上皮組織を剥離した｡この上皮組織

片をⅠ型コラーゲンコー トしたプレー トに静置し,上皮細胞をoutgrowthさせた｡培地を増殖添加剤入りEpiLi

fe(EL+)に換えて,さらに上皮細胞を増殖させてから継代培養を行い,3-4代継代した細胞を実験に用い

た｡24時間増殖添加剤フリー (EL-)の培地で培養した細胞にEGFを添加し,一定時間後に細胞層を回収し

て,totalRNAを抽出後,real-timeqPCR法を用いて,TGF-α,EGF,HB-EGF,AR,betacellulin(BTC

)のmRNA発現に及ぼすEGFの影響を調べた｡培養上清中のARはELISA法により定量した｡さらに,A

R産生に及ぼすHGF,KGF,here卯ムn(HRG),TGF-Piの影響も併せて調べ

た｡歯肉上皮細胞が発現する,EGFRリガンドを調べたところ,ARのmRNAはGAPDHと比較して0.1

倍程度の発現を示したのに対し,他の成長因子はARの 1/20から1/2000経度の発現であった.EGFはA

RのmRNA発現を12時間まで促進させ,この時点で0時間と比較すると約 7倍の上昇がみられた｡EGFを

作用させることにより,歯肉上皮細胞のAR産生は24時間,48時間ともに約2倍に上昇し,48時間ではコ

ントロールでは約8ng/mlであったのに対し,EGFを作用させると約 15ngjnlに増加したoちなみに,薗

肉上皮細胞のEGF産生レベルは,数pg/ml程度であったO線維芽細胞に由来する成長因子によるAR産生

は,HGFによって約 1.5倍に増加したが,KGF,HRG,TGF･Plによる影響はほとんど受けなかったOなお

,コントロールとして用いた株化歯肉上皮細胞(Ca9-22)においても,ほぼ同様の傾向を示したが,AR産生レ

ベルはprimaryの歯肉上皮細胞と比較して,1/10以下であっ

た｡以上の結果から,培養ヒト歯肉上皮細胞がautocTineに発現 ･分泌するEGFRリガンドのうち,今回

調べた中ではARが最も優勢であることが明らかとなり,EGFはその調節因子として作用することが明らか
となっ

た｡次に,ARが歯周局所で検出されるかどうかを調べたO歯肉溝溶出液(GCF)中のAR量を定量し,その

量と臨床的パラメーターとの関係を調べて,ARの歯周炎-の関与を検索した｡また,歯周炎の進行度との相

関が報告されている interleukin-1β(IL-1β)および肝細胞増殖因子(HGF)量と臨床的パラメーターとの相関
を併せて調べ

た｡被験部位 :日本大学歯学部付属歯科病院歯周病科を受診し,歯周炎もしくは歯肉炎と診断された10名を

被験者とし,健康な歯周組織を有するボランティア 4名の協力も得た｡被験者およびボランティアに本研究

の主旨を説明し,同意を得た後,periopaperを用いて歯周ポケットあるいは歯肉溝合計 144部位から,一定量 (I

.2LLl)のGCFを採取し

た｡臨床的パラメーター :被験部位のpァObingdepth(PD),gingivalindex(GI),およびbleedingonprobi

ng(BOP)の計測を同一の歯科医師が行って記録し

た｡GCF中のAR,HGF,II/1βの定量 :GCF採取直後のperiopaperを50plのPBS中に浸漬,授拝,遠心

し,GCF中の成分を溶出させた｡GCF中のAR,HGF,IL-1βの定量 (各48部位)は,ELISAキットを用
いて測定し

た｡統計処理 :AR量と各種パラメーターとの関係は,Pearson相関係数を用いて調べ

た｡その結果,GCF中のAR量は,最高55.6pg/直,最艦 O.4pg/pl,平均 16.1pg/plであった｡ARとPD

との相関係数は0.222,GIとの相関係数は0.162と低く,いずれも相関しなかった｡BOPの有無とAR量と

の間にも,有意な差はなかった｡これに対して,HGFとiL･lPは,それぞれPDおよびGIと有意に相関し

た｡以上の結果から,ARが歯周局所に存在することが明らかになったが,歯周炎の病態形成-の関与は明ら

かにできなかっ

た｡最後に,ARが培養ヒト歯肉上皮細胞の生存にとって必須であるかどうかを調べた｡EL-の培地で培

養した上皮細胞にAR中和抗体を添加し,24および48時間後にWSTL8を用いて比色法で細胞生存率を調べ

たOその結果,Å民中和抗体を添加しても,ほとんど細胞死が誘導されないことが判明した｡このことから,

歯肉上皮細胞は,AR以外の,さらには成長因子以外のEGFRリガンドを分泌していることが推測され



【別紙様式 8】
課題番号 個07-09

0注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 3月 3

1日氏

名所属 ･資格 歯学部 ｡専任講師日 本 大 学 総

長 殿下記のとおり報告いたします｡1 種 目 l奨励研亮定義 蒜 (1KB 一般研究政 商 /総合研究 笹 該当する

種目を0で囲んでください.2 研究課題金属接着性プライマーを応用した硬質レジン

前装冠の摩耗挙動に関する研究3 研究の目的本研究の目的は,審美的補綴装置である硬質レジン前

装冠の金属および前装材料接合部に対する摩耗挙動を解明することを目途としたo実際に口腔内で起こり

うると想定される摩耗に対し,硬質レジン前装冠がどのような機能低下を明らかにし,さらにはより摩耗しない硬質レジン前装冠のシステムを改良

あるいは開発することを目的としたo4 研究の概要本研究においては,硬質レジン前装冠の

金属材料 (貴金属,チタン合金),前装材料としてコンポジツト,金属表面処理材料として金属接着性

プライマーを選択し,前装材-金属境界部に対する摩耗の影響を明らかにすることを目的としたo金属境界部の処理条件すなわち各種金属接着性プライマーを使

用した場合の前装材-金属境界部の摩耗について明らかにしたo摩耗試験は,3成分系摩耗試験,

歯ブラシ摩耗試験を行い,嘆頭に見立てた金属球試料あるいは歯ブラシが,前装材-金属境界部を滑走することにより生じる摩耗に対する影響を,非接触型レーザー顕微鏡を用

いて観察,測定

したo5 研究組織 (共

同研究 .総合研究のみ該当します)･研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開



[実績報告書8-2]

部科校名 :歯学部 氏名 :小泉 寛

恭6 研究の結果 (総合研究の研究代表着払 4,000字以上記入してください｡)

滑走型3成分系摩耗試験の試料として,小臼歯唆合面を摸して,歯科用貴金属合金およびチ

タン合金と前装用コンポジットから成る平板を作製した｡材料境界部には金属接着性プライマー塗

布あり3ぷ嶺なしの2種類とし,プライマーの効果を比較した｡供試した金属按着用プライマーは,接

着勢断試験の結果において有効であると報告されている材料を使用した｡(IshiiT,KoizumiHeta

l.Dental泌aterialsJournal27:200

8)また接合試料と材料単体の比較を行うため貴金属合金,チタン合金,前装用コンポジット単

体の試料を作製した｡さらに各試料に対する対合歯の摩耗量も測定した｡結果を以下に示

す｡① 境界部を持つ試料に対しては,プライマーを塗布することで前装材一金属境界部の微小

破折が減少し

た｡② 使用する歯科用金属と金属按着用プライマーの組み合わせで当該部位の微小破折の様相

が異なっ

た｡以上の結果より金属按着用プライマーを前装材一金属境界部に使用することにより,臨床的

に破折しにくい補綴装置を製作できる可能性をあることを示した｡しかし,境界部を持っ試料は単

体と比較して劣化,破壊が進行しやすい構造であり,対合歯が滑走する部位に異種材料境界部を設

定することは望ましくないと結論づけた｡(現在発表準備

中)現在,貴金属合金,チタン合金,金属接着性プライマー,前装用コンポジットの適切な組合

せについて報告を行うべく準備中であ



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-09

1注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20年 3 月 18

日氏 名

所属 ｡資格 本吉 満歯学部 ･専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を0で囲んでくださ

い｡2 研究

課題矯正用ミニインプラントの安定性について一理人後の骨接触率と動揺度の経時的変化につい

て-3 研究の

目的本研究では､矯正用ミニインプラントのテーパー形状および埋入孔直径との径差による安定性-の影響

について､埋人後の骨接触率に加え､インプラント体の動揺度の経時的変化を計測する｡これにより､イン

プラント体の安定性を直接評価でき､さらに動揺度と骨接触率と相関を求めることにより､インプラント体

の安定性についての指標を得ることができ

る｡4 研究の

概要20週齢､体重 500±20gのWister系ラットを用いて､ネンブタール 100mg/Kgを腹腔内注射し､全身

麻酔後､腔骨周囲に2%キシロカイン 30ml/Kgにより局所麻酔を施して､腰骨表面を切開､骨膜を剥離す

る｡ラットを4群に分け､各群の腰骨面に直径 0.8mm､0.9mm､1.0mm､1.1mの小寓をそれぞれ形成し､ミニ

インプラントを手用 ドライバーにて埋入し､動揺度をペリオテストを用いて計測す

る｡インプラント-ツド部に矯正力を想定した力をコイルスプリングにて 3週間与えた後､同様に動揺度を

計測す

る｡ネンブタールの大量投与により屠殺し､浸漬固定後包埋､ブロック整形し､走査型電子顕微鏡を用いて

スクリューと皮質骨の接触状態を観察す

る｡動揺度計測値と骨接触率によりインプラント体の安定性を検討し､さらに動揺度と骨接触率との関係に

ついて調査を行

う｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

｡研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の 否) いずれかをOで囲んでください｡否の場合は,理由藩を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :歯学部 氏名:本吉
溝6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)全てのミニインプラントに動揺はみられなかった

｡1.SEM像の

検討SEM像より､直径 0.8mmと1,1mInのものについては､骨とインプラントとの接触状態は不十

分であり､骨とインプラント問に間隙がみられた｡これに対し､直径 0.9mmと1.Onmlのものについ

ては骨とインプラントの接触面積は明らかに増大していた

｡2.骨-インプラント接触

率】実験群において､直径 0.8mmが骨-インプラント接触率は68.5%で､0.9mmでは88.3%､1.0m

mでは 86.9%､1.1mmでは 25.0%であった｡直径 1.1mmと他の直径の埋人乳との間に有意差がみら

れた(P〈O.05

)0対照群においては､直径 0.8mmが骨-インプラント接触率は 66.3%で､0.91Ⅵmでは 82.6%､1.0

mmでは88.6%､1.11mnでは27.9%であった｡直径 1.1mmと他の直径の埋人乳との間と､0.8mmと1.0

mmとの間に有意差がみられた(P〈O.05)

03.ペリオテスト

計測動揺度について､1.1mmの埋人乳の牽引後の値は牽引前に比べて有意に小さかった｡牽引前

の動揺度については各直径間に有意差は無かった｡実験群においては直径 1.1rnmと他の直径の埋人

乳との間に有意差がみられ､0.8mrnと0.9mmとの間にも有意差がみられた.対照群では､1.1mmと

他の直径､および0.8mnと他の直径との間に有意差がみられた

｡4.動揺度と骨-インプラント接触率の

相関牽引後の計測 値について､動揺度と接触率の間に相関がみられ､r値は実験群で-0.98､対照
群で-0.9であっ



【別紙様式 8】
課題番号 個OT-09

2注:課題番号を記入してくださ

い｡平成19年度 学術研究助成金実績報

告書平成20年 4月

3日氏 名

所属 ･資格 康瀬 英晴歯学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究 一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目を0で囲んでくださ

い｡2 研究

課題鋳造用リングライナーのリング内での裏装位置と硬化膨張に対する緩衝

効果3 研究の

目的歯科精密鋳造において,鋳造用リングライナー (以下,ライナー)を使用する目的は,埋没材の膨張

を鋳造用リングによって抑制されることなく自由に起こさせる緩衝作用にある.現行の歯科理工学の成書で

は,鋳造用リング内でのライナーの裏装位置としてリング上下端数ミリメー トルを除いた位置に裏装するよ

うにとの記載があるが,この根拠が示されていない.教室の八木原の報告では,上述の方法で裏装した場合

,検討した14種のライナーのうち11種では埋没材の硬化膨張が抑制されたとしている.そこで本研究で

は,リング内でのライナーの裏装位置をリング内面の全面とした場合について,埋没材の硬化膨張に対する

緩衝効果について検討す

る.4 研究の

概要鋳造用リングを摸した分割金型 (¢30×40mm)内にライナーを全面に裏装し,この中に埋没材を注
入硬化させた後,硬化物を取り出す.硬化物表面のライナーを除去後,硬化物の寸法を三次元座標測定器を

用いて計測し,硬化物の直径の変化から埋没材が硬化膨張したことに伴 うライナーの厚さの変化を立体的に

検討す

る.5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の ･否) いずれかをOで囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :歯学部 氏名 :康瀬 英

晴6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

Q)第 1表に供試ライナーを,第2表に埋没材硬化物の断面積およびそれから求めた埋没材の直径,ライ

ナーの厚さおよび厚さの減少値を示し

た.第1表 供試ライ

ナー群 コード ブランド 製造または販売 製造番号 厚さ(mm)
A

B

C

D 1
2
4

NAl
M

M
M

W
M
M

NAI
NA
IN ノンアスベストW

松風デンタルツキャストライナー 日本歯科

商社ニューキャスティングライナー2 ジー
シーニューキャスティングライナー2Fジー

シーグノスタルリボン
薄型JDSセラミックライ
ナーリングライ

ナーKAOUNCASTINGRINGLIN
ERセラミックリボン#

30リボンウール#2 トクヤマデン

タル日本歯科
商社スマートプラクティスジ

ャ/Dentsp
Jyノリタケ
機材ミサキモダンデンタル 0612604 0.

53- ---- 0.

8006101
81070514

10609

040123
06ATQ
QX073634

73
42

74
05
糾

22
7 8
5

∩"
∩"
∩"
lh
(u
lh
n"

nuA群:ロックウール系ライ
ナーB群:セラミックファイバー低温系ライ

ナーC群:セラミックファイバー標準系ライ
ナーD群:セラミックファイバー低温～標準系ライ

ナー第2表 埋没材硬化物の断面積およびそれから求めた埋没材の直径,ライナーの厚さおよびライナ
ーの厚さの減

少値試料名 リング下端面 断

面積厚さ(mm)からの距離 (mm
2)

径
?直5 ライナーの厚さ 厚さ減少値(mm) (m

m)30.005(0.01
3)30.000の.00
8)30.005(0.00
4)29.110(0.02
5)29.094(0.02
0)29.069(0.02
1)28.610(0.02
5)28.565(0.03
6)28.519(0.02
1)28.527(0.02
7)28.535(0.03
7)28,525(0.02
5)29.283(0.01
0)29.239(0,02
3)29.225(0.02
1)28.708(0.02
6)28,683(0.01
0)28.678(0.01
5)28,054(0.14
5)27.986(0.10
3)27.949(0.05
5)28,325(0.01
4)28,276(0.05
0)28.254(0.06
3)27,838(0.02
8)27,767(0.00
9)27.775(0.02
2)28.612(0.05
5)28.572(0.07
3)28.546(0.05
8)29.131(0.03
9)29,100(0.048)707.091(0.61

3)706.857(0.36
9)707.076(0.19
4)665.551(1.14
7)664.806(0.90
4)663.656(0.97
2)642.873(1.14
5)640.842(1.63
7)638.797(0.94
6)639.170(1.21
3)639.500(1.67
7)639.064(1.14
2)673.470(0.46
1)671.450(1.03
5)670.795(0.97
4)647.295(1.16
0)646.140(0.46
9)645.949(0.65
6)618.127(6.40
7)615.139(4.52
0)613.502(2.43
1)630.124(0.60
5)627.947(2.20
7)626.985(2.80
0)608.658(1.24
6)605.551(0.39
9)605.883(0.96
5)642,943(2.47
3)641.184(3.27
0)640.016(2.58
5)666.506(1.79
9)665.074(2.179)NON 1O

mm20
mm30
mmNAl 1O
mmO.53 20
mm30
mmNA2 10
mm0.8 20
mm30
mmNA4 10
mm0.73 20
mm30
mmNA5 10
mm0.42 20
mm30
mmNA7 10
mm0.74 20
mm30
mmNA8 10
mm1.05 20
mm30
mmNA9 10
mm0.94 20
mm30
mmNAl1 lO
mm1.22 20
mm30
mmM 12 10
mm0.78 20
mm30
mmNA14 10
mm0.51 20
mm30mm (0.013) aO83(0.01

3)(0.010) 01077(0.01
0)(0.011) 01062(0.01
1)め.013) 8103く0.01
3)(0.018) 0.082(0.01
8)(0.011) 0.057(0.01
1)(0.014) -a009(0.01
4)(0,019) -a(カ3(0.01
9)(0.013) -aOIO(0.01
3)(0.005) aO59(0.005)

㈱
鵬
鵬
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…
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…
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脚
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脚
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.
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.
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n-3,
(): SD662.180(1.913) 29.036(0,04

2) ノヽ.102



[実績報告書8-3]

部科校名 :歯学部 氏名 :鹿瀬 英

晴研究の結果 (つづ

き)第2表から明らかなように,供試ライナー 10種のうちで,厚さの減少値がマイナスとなったのはNA

4の1種のみで,他の9種のライナーでは厚さの減少値はプラスの儀となり,埋没材の硬化膨張に伴いライ

ナーは圧縮されて厚さが小さくなることが判明した｡これまでのリングの上端 5mmを除いて裏装した場合お

よびリングの上下端 5mmを除いて裏装した場合ではほとんどライナーで硬化膨張が抑制されていたが,本研

究のリング内面の全面に裏装した場合には硬化膨張が抑制されずに生ずることが明らかとなっ

た.また,リングの下端面からの距離別にみると,10,20,30mmでは10mmでの厚さの減少値が最

も大きく,ついで20mmおよび30mmでの値となった｡これは,リング内面をライナーで全面裏装した場合は

,リング下部側の方が上部側より大きく膨張していることを示すものであっ

た.注 :必要に応じて,このページをご使用くださ



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-09

3汰 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

1日氏 名 清 水 武

彦所属 ｡資格 松戸歯学部 ｡ 専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 :清水 武

彦6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)これまでの研究で､ELマウスの染色体 3番の特定領域のみを､正常な歯列を持つMSM マウス

の染色体と置換したコンジェニックマウスを作製し､染色体3番の中間領域にマウス先天欠如歯の原因

遺伝子が存在することを証明し､この範囲をam3領域と名づけた｡しかし､am3領域の長さは約5メ

ガベースあり､原因遺伝子の候補となる遺伝子は30を超えている｡本研究では､am3領域を1メガベ

ースに限定し､さらに候補遺伝子を10以内にすることが目的であっ

た｡すでに作成したコンジェニックマウスにEIJマウスを交配することにより､am3領域内で染色体

組み換えを生じさせ､その子孫に歯の欠如がみられるかどうかを観察することにより､am3領域をさら

に狭い範囲に限定した｡5メガベース内で染色体組み換えが起こる確率は低く､1/20程度であり､さら

に1メガベースまで範囲を限定するとなると､1/100以下であると考えられ､そのためコンジェニック

マウスの交配により100匹のマウスを作成し､これらのすべてマウスを生かしたまま尾からDNA抽出

キットを用いて DNAを抽出した｡am3領域内で染色体組み換えが生じたかどうかを調べるために､PC

R･電気泳動法を用いた｡PCRのために用いるDNAマーカーは､am3領域の複数の遺伝子内に設定し

外注により作成した｡染色体組み換えにより､ELマウスの欠如歯原因遺伝子が存在する染色体領域を

正常マウスと置換できたなら､ELマウスの先天欠如歯の発症を救済できる､すなわち 100%先天欠如

を持つELマウスに歯を出現させることができると考えられる｡100匹のマウスのうちam3領域内で染

色体組み換えを生じたマウス1匹を抽出し､このマウスとELマウスを交配させ､同じ染色体構造を有

するマウスを20匹作成し､先天欠如歯が発症しているかを観察した｡この結果､am3領域をより狭い

範囲に限定した.第3番染色体の131メガベース(Mb)から132Mbまでの約 1Mbの領域にam3が存在

することをinvivoで証明した｡この領域内にはLefl,Hadh,Cyp2ul,Sgms2,Papsslの5遺伝子が存在
し､候補遺伝子を選出することができ



【別紙様式 8】
課題番号 爾oi]-レ

中注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

2日氏 名 大口

純人所属 ･資格 松戸歯学部 ･ 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとお り報告いたしま

す｡1 種 目 奨励研究/倣 /一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目をOで囲んでくださ

い｡2 研究課題

64列マルチスライスCT血管造影と核磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出の

比較虚血性心疾患の冠動脈を描出し動脈硬化の進展を評価する検査法としては観血的なカテーテル法
による冠動脈造影検査がスタンダードであるが､非侵襲的なマルチスライスCTを用いた冠動脈造影検査が広まり､カテ
ーテル法に代わりつつある｡特に最新型の64列マルチスライスCTは､時間分解能､空間分解能に優れている｡また､
放射線被爆がなく､造影剤を用いずに行える核磁気共鳴検査 (MR)によっても冠動脈造影が可能となりつつある｡この
磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出像が､マルチスライスCTを用いた冠動脈造影の描出像と比較し､陽性的中率と
陰性的中率を明らかにす

る｡4 研究の概要 :64列マルチスライスCTは本邦ではハイエンドの最新機種である｡このCTを用いた血管造影
検査はまだ始まったばかりである｡また1.5テスラ核磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出の報告は本邦でもほとん
どない｡この両者の比較の報告もまだない｡CTと対象として比較した場合､核磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出
の感度､特異度ともに高いことが予測される｡空間分解能は高くないが､放射線被爆がなく､造影剤を用いずに行えるの

で造影剤によるアレルギーやショックがない点で核磁気共鳴検査 (MR)は造影CTより優れており､検診などに広く使
われることとなる可能性があ

る｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究のみ該当しま

す)･研究代表者

･研究分担者 (役割分

担)※ホームページ等での公開の ･否) いずれかをOで囲んでください｡否の場合は,理由書を添付して下さ



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 : 大口 純

人6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)虚血性心疾患の冠動脈を抽出し動脈硬化の進展を評価する検査法としては観血的なカテーテル

法による冠動脈造影検査がスタンダー ドであるが､非侵襲的なマルチスライスCTを用いた冠動脈造影

検査(coronarycTA)が広まり､カテーテル法に代わりつつある｡64列マルチスライスCTは本邦では

ハイエンドの最新機種である｡このCTを用いた血管造影検査はまだ始まったばかりである｡64列マル

チスライスCTは､時間分解能､空間分解能に優れている｡また､放射線被爆がなく､造影剤を用いずに

行える核磁気共鳴検査 (MR)によっても冠動脈描出像 (coronaryMRA)が可能となりつつある｡1.5

テスラ核磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出の報告は本邦でもほとんどない｡空間分解能は高くない

が､放射線被爆がなく､造影剤を用いずに行えるので造影剤によるアレルギーやショックがない点で核

磁気共鳴検査 (MR)は造影CTより優れており､検診などに広く使われることとなる可能性がある｡こ

の64列マルチスライスCTによる冠動脈造影 (coronaⅣcTA)と磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描

出像(coronaryMRA)の比較の報告もまだない｡この磁気共鳴検査 (MR)による冠動脈描出像 (corona

ryMRA)が､マルチスライスCTを用いた冠動脈造影の描出像 (coronarycTA)と比較し特徴を明らか

にするとともに､陽性的中率と陰性的中率を明らかにする

｡当院にて心臓血管 ドック検診の目的などでCoronaWMRAを行った無症候者連続50症例と､2次検

診目的にてCoronaryCTAも行った9症例(AHA分類139セグメント)において､CoronaryMRAとcoronaryCT

Aを比較した｡病変の狭窄度はAHAによる冠動脈造影の分類に準じてMulti-P一annerReconstruction法に

て､CoronaryMR

Aは1:normal～暮owgrade 2:hl.ghgrade 3:tota

暮､CoronaryCT

Aは1:normaレ-irreguler 2:50%～90%狭窄 3:tot

alと各々3群に分類し､CoronaryCTAをGoldenstandardとした場合の陰性適中率と陽性適中率を検討した

｡CoronaryMRAにて highgrade以上が認められた症例が50症例中6例であっ

た｡さらに2次検診目的にてCoronaryCTAの同意が得られた9症例のAHA分類139セグメント中､陰性

適中率は89.9% (125/139)､陽性適中率は50% (2/4)であった

｡CoronaryMRAの陰性適中率が89t9%と高く､CoronaryMRAにて陰性 (正常)と診断されればcorona

ryCTAにても陰性 (陰性)と診断される可能性が極めて高いということが分かっ

た｡一方､症例数が極めて少ないたがCoronaryMRAの陽性適中率は50%と必ずしも高くないため､Corona

ryMRAにて highgrade以上の陽性 (以上病変あり)と診断されればcoronarycTAにて精査をする必

要性が極めて高いということが言え

る｡放射線被爆がなく造影剤が不要なcoronaryMRAは陰性適中率が高く､健常者をスクリーニングす

る心臓検診目的で､CoronaryCTA (造影剤が必要)に代用できる安全な方法といえることが､本研究で

分かっ



E別紙様式 8】
課題番号 魔 oワ-09

5注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 12

日氏 名

チ所属 ･資格 松戸歯学部 ｡ 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま

す｡i 種 目 壬奨励研究木 般研究細 刃 /一般研究挨 翻/総合研究 控 該当鵬 種目をOで囲んでくださ
いo2 ､研

究課題Apo-EXOマウスの動脈硬化発症 書進展における歯周病原細

菌の関与3 研

究の 目的 ､近年､口腔感染症患者に動脈硬化を始めとする循環傷害 -む疾患が高率に発症することが､>広

範な疫学調査により報告されているOそこで､申請者は動脈硬化誘発モデル動物を用い代表的口腔感染症

である歯周病の主要原因歯によって､上記疾患が発症すろ事を畢証し､､鳶の直接効果を検討するO更に､

感免の間接効果として代表的歯周病原菌である軸 hJ7TO32WnaSging2'Vah'Sなどが血液中の凝固系因子や炎
症系因子､接着因子を増やすことで動脈硬化を促進している可能性を血管内皮細胞を用いて検討

するo4 研究の概要(1)動脈感

化や発症 ∴進展状況の判定(2津 CRによる病原菌

の綾出(3)骨吸収の測定(4)炎症性

サイ トカイン及び接着因子の測定5 研究組織 (共同研究 .総合研
究のみ該当します)･

研究代表者･研究分担者 (役割分担)※ホームページ等での公開の (軌 否) いずれかをOで囲んでくださ



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 :落合 (栗田)智子

6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡)

1.歯周病原細菌の培養と感染

代表的歯周病原菌 P gingl'vah'S381株､33277株､ⅠⅠ型線毛 TDC60株並びに A
actinomycetemcoml'tBnβHK1651株､対照としてS,mutansGS-5株を培養したO培養液を
遠心後､ApoE欠損高脂血症仏poeshi)マウス(雌､8週令)に①1Ⅹ108cfu/100汁uPBSの菌を尾
静脈投与又は②1Ⅹ109ch/100汁yCMC(カルボキシメチルセルロース)の菌を経口投与した｡尾
静脈投与マウスは①3回/週 Ⅹ3週投与2日後 (11週令)､②3回/週 Ⅹ3週投与3週後 (14

週令)および③1回/週 Ⅹ10週投与1週後 (19週令)に屠殺し､投与回数や期間の影響を検

討した｡経口投与マウスは5回/週Ⅹ3週投与2日後に屠殺した.尾静脈投与のコントロール

には PBSを､経口投与のコン トロールには CMC を授与した｡また､マウスの系統差

(C57BL/6.KOR-Apo-eshlvsBALE/C.KOR-Apo-eshl)も検討した0

2.動脈硬化の発症 ｡進展状況の判定

動脈硬化病変部面積の分析結果から､Pgl'ngl'Vall'S381株､33277棟､ⅠⅠ型線毛TDC60株､
並びにAactl'nomycetemcoml'tansHK1651株の経尾静脈感染群および経口投与群において動
脈硬化の早期発症､促進が認められた｡しかしながらApoeshlマウスは動脈硬化自然発症マウ
スであるため､コントロール群も過令に依存して動脈硬化病変が増大し､19週令では感染群

とコントロ←ル群の差は認められなかった｡対照として用いたS.mutans群はコントロールと
同程度の病変を示 した O 系統差については､C57BL/6.監OR-Apo-eshlの動脈硬化巣は

BALB/C.KORTApo-eshlに比較して重度であったが､無病変の個体から､大動脈の約 30%に病変

が認められる個体もあり､病変進展度に大きな個体差が認められた｡一方､BALE/C.監OR-Apo-eshl

においては全ての個体で病変が認められ､個体間のばらつきも僅かであった｡

3.病原菌の検出
血液並びに病変組織からDNAを抽出し､歯周病原菌特異的プライマーを用いてPCRを行っ

た｡血液サンプルにおいては､P.gingivalJ.S経口感染群の3/6,尾静脈感染群の516が陽性を
示した(11週令)が､14週令では陽性は認められなかった｡また､病変組織のサンプルにおい

ては､いずれの週令のマウスも陰性であった｡

4.骨吸収の測定

P.gingl'valis経口感染群において骨吸収の促進が認められた.

5.炎症性サイ トカイン及び接着因子の測定

動脈硬化の誘発には炎症性サイ トカインや接着因子が深 く関係 していることから､P

gl'ngivBlis感染がこれらの因子発現にどのように影響を与えているかを ProteinarTay及び
ELISAにて検討した.11週令ではI/selectin､14週令ではGCSF,GM-CSF,IFNγ,Ⅰし6,
IL13,RANTES,TNT-α,VEGFおよびⅠし 8の増加が認められた.

以上の結果から､Pgl'ngl'vah'B等の歯周病原性細菌は炎症性サイ トカインや接着因子の発現増加を
介して､動脈硬化の進展に寄与しているものと推測された｡



【別紙様式 8】
課題番号 個 OT-09

6注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

1日氏 名 山

仁所属 ･資格 松戸歯学部 ･ 専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 :山本

仁6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください

Q)歯の形態形成は上皮一間葉相互作用により行われる｡マウス臼歯では膏状期前期まで歯の形

態形成能は上皮組織にあるが､それ以降では上皮組織からのシグナルを受け取った間葉組織が歯の

形態形成能を持つようになる｡しかし歯性間葉組織は上皮組織からのシグナルをリセットされても

､歯冠形成能を有することが報告された1.これは歯性間葉組織が上皮組織からのシグナルが無く

ても潜在的に歯冠形成能を有していることを示している｡従って歯性間葉組織が発生のどの段階で

､どのように歯冠の形成能を獲得したのかが疑問となる｡一方､歯性間葉組織は歯冠以外の構造､

すなわち歯が機能するために必要な歯根を含めた歯周組織などの構造を形成する能力を有するの

かについても明らかにする必要がある｡そこで本研究の最初のステップとして､上皮組織からの情

報をリセットされた歯性間葉組織が歯冠以外の構造の形態形成能を有するかについて検索を試みた

｡実験には胎生 13.5日のマウス下顎第一臼歯歯腔を用いた｡この時期の歯腔は膏状期後期であり

､歯の形成能は上皮組織から間葉組織-と移っている｡ 酵素処理により歯腔の上皮部分と間葉部分

を分離し､間葉部分の細胞を単細胞化した後に再集合させ､もとの上皮部分とrecombinationしてか

ら､一日培養し､その後マウス腎臓被膜下に移植 したO移植 6週間後にホストマウスを屠殺し､4%

パラフォルムアルデヒド溶液で固定し､適法に従ってパラフィン切片を作成し､-マ トキシリン｡

エオジン染色を施した｡また試料の一部は実体顕微鏡観察後樹脂包埋をして研磨標本を作製し､走

査型電子顕微鏡観察に供した｡その結果､移植 6週後には歯根象牙質､セメント質が形成されてい

るほか､歯根を支えるように存在する骨組織 (歯槽骨)やセメント質と歯槽骨の間に歯根膜主線維

を含んだ歯根膜が形成されていた｡さらに歯槽骨と連続して､造血機能を有していることを推測さ

せる骨髄を含んだ骨組織 (顎骨)が形成されていた｡これらを詳細に観察すると､セメント質は1'12VI

voと同様に根尖部で肥厚していたほか､セメント質と歯槽骨には歯根膜主線雄と連なるシャーピ

ー線維が観察された｡角化した重層京平上皮がこれらの組織を覆うように存在したが､上皮が歯に

付着している部分は付着上皮様の構造を示した｡歯と歯周組織を形成する細胞は､歯肉の上皮を除

きすべて歯腔から分化するoこれらの細胞の分化は上皮一間葉相互作用により行われることに他な

らない｡本実験は上皮組織からのシグナルを失った間葉組織を歯の形態形成能を失った上皮組織と

結合して1nvl'voと同様の歯と歯周組織を得たことを示しており､歯性間葉組織は上皮組織からの

シグナルをリセットされても､潜在的に有している性質として､歯と歯周組織の形成能を持つこと

を表している.さらに歯性間葉組織は 1'nvl'voでは歯陸が形成しない顎骨部分 (1'DVl'voでは膜性

骨化により形成される部分)をも形成したことから､骨および骨髄組織-と分化する未分化間葉細

胞を含んでいることが示唆された｡今後は歯と歯周組織が形成される過程で上皮組織と間葉組織に

どのような遺伝子発現のカスケー ドがあったのかを明らかにする必要がある｡また歯以外に分化し

た組織 (皮膚など)の間葉組織を歯の形成能を失った歯性上皮部分とrecombinationすると歯以外

の構造 (皮膚など)が作られる2が､歯以外の組織に分化する前の間葉組織と歯の形成能を失った

歯性上皮部分のrecombinationについては報告されていない｡現在､上記実験の結果について論文

に纏めており､平行して歯性間葉組織がどの時期に歯と歯周組織の形態形成能を獲得するのかに

ついて､発生初期の胎仔を用いて検索してい

る｡1)YamamotoH,ElmEJ,ChoSW,JungHS:Analysisoftoothformationbyreaggregateddentalmesenchy

me&ommollSeembryo,JoumalofElectronMicroscopy,52:559-566,200

3.2)KollarEJ,BairdGR:Tissueinteractionsinembryonicmousetoothgerms,II.Theinductiveroleoft

hedentalpapilla,JournalofEmbryologyandExperimentalMorphology,24:173-I86,I97



【別紙様式 8】
課題番号 07-09

7注二課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 15

日氏 名 辻本

恭久所属 ･資格 松戸歯学部 ･ 准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたします



[実績報告書8-2]

部科校名:松戸歯学部 氏名 :辻本 恭

久6 研 究 の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡)

結

果GeneTipによる遺伝子解

析H202作用後 lhおよび3h後の遺伝子変動において,H202群では,炎症に関与する遺伝子

群桝ト kB,Ⅰ鼠-4;～☆ⅠL-6,tPAetc)の増加が数多く認められた｡同様に､抗酸化ストレスおよび分子シ

ャペロンに関与する遺伝子群の増加が認められた

｡mRNAの発

現GeneTipの解析データに基づき,刺激後､1､3h後の細胞における5倍以上の変動が認めら

れた遺伝子に対して､mRNA発現量をRealtimePCR法およびRrPCR法を用いて解析を行った

｡NF-kB,Ⅰし4,IL6,tPA (組織型プラスミノーゲンアクチベータ)のmRNA量は､H202群にお

いて,有意に増加が認められ､コントロール群とH202群との問に有意差が認められた

｡PA活性の測

定次に､PAの活性に着目し､検討をおこなったところ､コントロール群では,活性は認められな

かったのに対し,H202群では,経時的に活性の上昇が認められた.H202刺激後 12h後以降,コン

トロール群とH202群との間に有意差が認められた

.以上の結果から､H202刺激後の歯肉の炎症には､Ⅰし4､IL-6､tPAから誘導されたpA活性の

上昇が関与していることが示唆された｡今後､活性酸素種による炎症性カスケードを明らかにする

ことで､歯肉における炎症のメカニズムが解明できるものと考えてい



【別紙様式 8】
課題番号 個OT-09

8注 :課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

4日氏 名 ･橋 爪 英 城 ,

㊨所属 ･資格 松戸歯学部 ･専任講師日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 :橋 爪 英 城

6 研究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡)

プラスミノーゲンープラスミン系は炎症部位における細胞外マ トリクスの破壊 (タンパク溶解)に

重要な役割を果たしている｡プラスミンの産生はプラスミノーゲンアクチベーター (PA)によるプラ

スミノーゲンの活性によるもので､PAの発現は生体内の各種細胞における炎症の指標として多くの研

究に利用されている｡PAには細胞膜表面に存在するUrokinase-typePA (UPA)と細胞外に分泌され

るTi苧Sue･tyPePA (tPA)が存在し､uPAが腫癌細胞の増殖に関わるのに対し､tPAは炎症局所にお

けるコラグーナ-ゼとして組織破壊に関わる｡そこで本研究において我々はPA-plasmin系をヒト歯髄

の炎症モデルとして用い､炎症性サイ トカインのTNF-αとプロテインキナーゼC(PKC)アクチベー

タがヒト歯髄培養細胞 (HOP:HumanI)entalPulpcells)におけるPA活性に及ぼす影響を検討した

ところ以下の結果を得た｡

【uPA分泌】

1) TNF-α (long/ml)をHDPに作用させたところ培養上清中の PA活性を上昇さ

せた｡また上清中の活性は抗uPA抗体による免疫沈降で完全に抑制された.以上のことから

TNF-αはuPAの分泌にかかわりPA活性の大半はuPAによるものであることが明らかになった｡

2) PKCアクチベータの phorboト12-myristate-13-acetate(PMA)とPKCインヒビターの

Ro31-8220がPA分泌に及ぼす影響を検討した｡PMAを10時間HDPに作用させたところ培養

上清中のPAの活性が明らかに上昇し､抗uPA抗体で抑制された｡またRo31-8220はPMA依

存のPA活性を抑制したが､TNT-α依存のPA活性は抑制しなかった｡以上の結果からTNF-

αとPXCによるPAの活性上昇はそれぞれ異なる機序によるものであることが示唆された｡

さらにTNF-α依存のuPAの分泌はPMAとの相互作用で､相乗的に約 30倍上昇した｡

【uPA合成】

1) TNF-α､PMAによるuPA mRNAの発現をRT-PCR法によって確認したとこ

ろ､TNF-αとPMAはそれぞれuPAmRNAの発現を誘導したが､PMAによる発現レベルは

TNT-αのものよりも低かった｡さらにTNF-α依存のuPAmRNAの発現はPMAを加えても

相乗的な上昇は認められなかった｡

以上の結果から､HDPにおけるPKC活性はuPAmRNAの発現ではなくuPA分泌に関与する

ことが示唆された｡



【別紙様式 8】

注:課題番号を記入してください｡平成 1

9年度 学術研究助成金実績報告書平成 20 年 4 月 11

日氏

名所属 ･資格 べ拶ぎ還鈴 木 英 明松戸歯学部 ･ 講師 (専任扱)日 本 大 学 総 長

殿下記のとお り報告い

たします｡1 種 目 奨励研究 一般研究(個人)/一般研究(共同)/総合研究 注:該当する種目をO

で囲んでください｡2 研究課題経口免疫によるFlt3Ligandを用いた粘膜への抗原特異的

免疫応答の誘導3 研究の目的現在行われているワクチンの投与法は注射によるものが主流であり､
この方法には患者､特にワクチンが必要とされる小児または老人に与える痩痛､医療従事専門者による投与
の必要､強い副作用を起こす可能性があること､また針刺しによる医療事故の可能性があること等の欠点が
ある｡また注射によるワクチンの投与法では､全身系リンパ組織に抗原特異的抗体を誘導することは可能で
あるが､感染病原体侵入の門戸となっている粘膜面に有効な抗原特異的抗体を誘導することができないO-
方 ､経粘膜免疫法によるワクチンの投与では抗原特異抗体が粘膜および全身リンパ組織に誘導されているこ

とが知られている｡そこで､本研究はF托3Ligandgeneを発現プラスミドに組み込んだものを作成 ･使用し､経口免疫法によるその粘膜アジュ
バント効果につい

て検討を行う｡4 研究の概要①プラスミドの精製 :EndoFreePlasmidKits(QIAGEN)を用いて pORF-FIt3LI'
gand(以下 FIt3)を組み込んだ大腸菌を培養し精製する｡精製したプラスミドは制限酵素 (BspH′NheI
)を用い切断し､TAE2% アガロースゲルで電気泳動を行い､それぞれの cDNA

の存在をその分子量にて確認する｡② 免疫 :C57BL/6マウスに抗原としてOVA(100LJg)､アジュバントとしてプラスミ
ド(50Ljg)の混合液(250LJI)を用いて経口免疫を行

い､免疫は週 1回おきに4回行う｡③ ovA特異的抗体の検出 :Ftt3とOVAを経口免疫したマウスの血清お
よび糞便における各アイソタイプの抗原特異的抗体価(IgM,G,A)を ELISA法にて測定する｡またOVA特異
的抗体産生細胞 (牌臓､バイエル氏板､小腸固有粘膜層から分離したリンパ球)の各アイソタイプの抗原特異的抗体価(IgM′G′A)を E

LISPOT法にて測定する｡5 研究組織 (共同研究 ･総合研究の

み該当します)･研究代表

者･研究分担者 (役割分担

)※ホームページ等での公開の ( ･否) いずれかを○で囲んでくださいO否の場



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名: 鈴 木 英

明6 研 究の結 果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してください｡

)C57BL/6マウスに抗原としてOVAを､アジュバントとしてFIt3LigandのcDNAを組み込んだFLプラ
スミド(PFL)を用いて経口免疫を行い､その粘膜アジュバント効果について検討を行った結果､以下の知見
が得られた

｡OVA特異的抗体の検

出1)血清中におけるIgA′IgG′IgM抗
体価全身系組織の免疫応答を反映している血清中の OVA特異抗体価を ELISA法にて測定した｡その結果

､全ての群で経口免疫を1回行ってから 14日後からIgM抗体が検出され､経口免疫開始28日にはIgG､Ig
A抗体共に顕著な上昇が認められた｡(図

1)2)粘膜面分泌液中のIgA(sJgA)航
体価経口免疫により粘膜面における抗原特異的免疫応答が効果的に誘導されているかどうかを検出する

ために､糞便抽出液中の抗oVAIgA抗体価を ELISA法にて測定したO糞便抽出液中の粘膜分泌液中には特
異的航体価 (S-IgA)の上昇が確認された｡(図

2)3)OVA特異的抗体産生細胞数の
測定牌臓､バイエル氏板､ 小 腸固有粘膜層から分離したリンパ球 にOVA特異AFCが誘導されているかど

うか確認するために､各リンパ組織より細胞を分離LOVA特異ELISPOT法を用いて測定した｡その結果､
バイエル氏板､小腸国有粘膜層においてOVA特異IgA及びIgGAFCの増加が確認できた｡(図3-

5)以上の結果から､pFLを粘膜アジュバントとして経口免疫を行うとOVA特異的抗体反応を全身系と粘膜
面の両リンパ組織に有効に誘導させる事が示された
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【別紙様式 8】
課題番号 個OT-10

0注:課題番号を記入してくださ

い｡平成 19年度 学術研究助成金実績報

告書平成 20 年 4 月 1

4日氏 名 姐 且 二 二

霧 妄所属 ･資格 松戸歯学部 ･准教授日 本 大 学 総 長

殿下記のとおり報告いたしま



[実績報告書8-2]

部科校名 :松戸歯学部 氏名 :小林

平6 研 究の結果 (総合研究の研究代表者は,4,000字以上記入してくださいQ

)平成 19年6月 28日に松戸歯学部倫理委員会に研究計画の申請を行い､承認を受けた｡その後患者

説明用のパンフレットの作製を行い､被験者の募集を行っているが､現在までのところ3名にとどまっ

ているOインプラントオーバーデンチャーに対する患者の意識も低いため､本年度からはまず､下顎無

歯顎で来院される患者に､説明用パンフレットを配り無作為に意識調査のアンケー トを行う予定であ


